
　
本
学
の
二
〇
〇
二
年
度
入
学
試

験
の
総
志
願
者
は
、
二
五
、
八
五

一
人
で
、
前
年
に
比
べ
、
二
、
八

七
九
人
増
と
大
幅
に
増
加
、
六
年

ぶ
り
に
二
万
五
千
人
を
超
え
た
。

前
年
比
も
二
年
連
続
の
プ
ラ
ス
。

受
験
人
口
が
恒
常
的
に
減
少
す
る

厳
し
い
入
試
環
境
の
な
か
、
本
学

へ
の
志
願
者
は
大
幅
に
伸
び
た
。�

　
志
願
者
の
試
験
別
内
訳
は
、
推

薦
入
試
三
、
九
〇
六
人
、
学
力
前

期
入
試
一
四
、
七
五
〇
人
、
学
力

後
期
入
試
一
、
八
七
五
人
、
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
前
期
四
、
四

六
二
人
、
同
後
期
五
八
四
人
な
ど
、

い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
た
。�

　
学
部
別
で
は
、
と
く
に
四
月
か

ら
開
設
す
る
国
際
英
語
学
部
が
二
、

四
七
五
人
と
昨
年
（
文
学
部
英
文

学
科
）
か
ら
三
倍
増
近
く
ま
で
増

え
た
。
英
語
を
国
際
英
語
と
捉
え
、

会
話
能
力
を
重
視
す
る
教
育
が
受

験
生
の
期
待
を
集
め
た
。�

　
本
学
の
志
願
者
は
、
十
八
歳
人

口
の
減
少
に
伴
い
一
九
九
六
年
度

の
二
七
、
五
一
四
人
か
ら
五
年
連

続
で
減
少
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年

度
に
増
加
に

転
じ
、
二
年

連
続
で
上
回

っ
た
。�

　
国
公
私
立

を
問
わ
ず
、

多
く
の
大
学

で
志
願
者
を
減
ら
し
、
定
員
割
れ

す
る
大
学
も
増
加
し
て
お
り
、
志

願
者
増
の
大
学
は
全
国
的
に
も
わ

ず
か
。�

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

本
学
へ
の
志
願
者
が
増
え
て
い
る

の
は
、
国
際
化
時
代
の
人
材
育
成

を
め
ざ
し
、
国
際
英
語
学
部
を
開

設
す
る
な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
た

学
部
学
科
の
新
設
、
改
組
が
支
持

さ
れ
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。�

　
本
学
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
、

こ
こ
ろ
の
時
代
に
対
応
し
て
文
学

部
心
理
学
科
を
改
組
し
て
わ
が
国

初
の
心
理
学
部
を
設
置
、
情
報
科

学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
も
新
設
し

た
。�

　
二
〇
〇
三
年
度
に
は
さ
ら
に
国

文
学
科
を
改
革
し
て
、
実
用
日
本

語
、
会
話
技
術
、
大
衆
文
化
論
な

ど
「
表
現
」
能
力
の
練
磨
を
め
ざ

す
言
語
表
現
学
科
を
開
設
す
る
計

画
で
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

大
学
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
　
　
（
３
面
に
関
連
記
事
）�

　
二
〇
〇
一
年
度
の
卒
業
式
（
学

位
記
、
卒
業
証
書
授
与
式
）
は
、

三
月
十
九
日
、
名
古
屋
市
熱
田
区

の
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
ー
ル
で
午
前
、
午
後
の
二

回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
大
学
院
一

〇
四
人
（
博
士
課
程
六
人
、
修
士

課
程
九
八
人
）
、
学
部
二
、
七
九

五
人
が
本
学
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。�

　
午
前
に
式
を
挙
げ
た
の
は
、
法
、
社
会
、
情
報
科
、
体
育
の
四
学
部

と
各
大
学
院
研
究
科
、
午
後
は
文
、

経
済
、
経
営
、
商
四

学
部
と
各
大
学
院
研

究
科
。�

　
式
は
本
学
吹
奏
楽

団
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、

小
川
英
次
学
長
が
博

士
学
位
取
得
者
に
そ

れ
ぞ
れ
博
士
学
位
記

を
授
与
。
つ
い
で
大
学
院
研
究
科

修
了
生
代
表
、
学
部
卒
業
生
代
表

に
学
位
記
、
卒
業
証
書
、
学
業
優

秀
者
に
学
長
賞
、
優
等
賞
な
ど
を

授
与
し
た
。�

　
小
川
学
長
は
式
辞
で
、
「
言
い

知
れ
な
い
先
行
き
不
安
感
が
漂
う

い
ま
、
日
本
人
の
原
点
で
あ
る
、

心
や
さ
し
く
、
気
品
を
持
ち
、
尊

敬
さ
れ
る
日
本
人
と
し
て
世
界
を

舞
台
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。�

　
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
祝

辞
で
、
「
中
京
大
学
は
時
代
変
化

の
流
れ
を
改
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
用
し
て
き
た
」
と
述
べ
、

卒
業
生
に
対
し
て
は
、
時
代
の
ど

ん
な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

不
断
の
勉
強
と
物
事
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
求
め
た
。�

　
式
は
声
楽
家
の
奥
村
晃
平
さ
ん

と
佐
々
木
明
美
さ
ん
が
歓
送
の
歌

を
歌
い
上
げ
、
卒
業
生
の
旅
立
ち

を
祝
福
し
て
幕
を
閉
じ
た
。�

　
会
場
の
二
階
席
は
父
母
席
に
あ

て
ら
れ
、
午
前
、
午
後
で
合
わ
せ

て
父
母
五
百
人
が
参
加
、
わ
が
子

の
晴
れ
姿
を
見
守
っ
た
。�

　
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
卒
業

生
同
士
や
後
輩
や
父
母
を
交
え
た

輪
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
た
。
一
緒

に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
荒
っ
ぽ

く
先
輩
を
胴
上
げ
し
て
祝
福
す
る

ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別

れ
を
惜
し
む
風
景
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
た
。�

　
（
２
面
に
各
賞
受
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、
３
面

に
学
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総
長
・
理
事
長
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本
学
の
二
〇
〇
二
年
度
の
総
志

願
者
は
、
二
万
五
千
人
台
に
乗
り
、

二
年
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。

心
理
学
部
な
ど
志
願
者
が
減
少
し

た
学
部
も
あ
っ
た
が
、
新
設
の
国

際
英
語
学
部
や
選
抜
方
法
を
改
め

た
体
育
学
部
が
大
き
く
志
願
者
を

増
や
し
た
。�

　
国
際
英
語
学
部
は
、
前
年
の
英

文
学
科
に
比
べ
、
二
、
四
七
五
人

と
大
幅
増
加
。
な
か
で
も
国
際
英

語
学
科
は
一
、
八
三
三
人
で
、
学

部
並
み
の
志
願
者
を
集
め
た
。
二

回
の
海
外
研
修
が
必
修
で
、
会
話

能
力
を
重
視
す
る
実
践
的
教
育
内

容
に
受
験
生
の
人
気
が
集
ま
っ
た
。�

���

　
体
育
学
部
は
、
学
力
型
選
抜
（
Ｄ

方
式
）
で
実
技
試
験
を
廃
止
す
る

な
ど
、
選
抜
方
法
を
一
部
変
え
た

う
え
に
、
大
学
院
体
育
学
研
究
科

を
博
士
課
程
ま
で
持
つ
充
実
し
た

教
育
・
研
究
環
境
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。�

　
法
学
部
は
、
全
国
的
に
志
願
者

が
増
え
て
お
り
、
本
学
も
そ
の
流

れ
に
乗
っ
た
。�

　
経
済
学
部
、
経
営
学
部
は
隔
年

毎
に
志
願
者
の
増
減
を
繰
り
返
し

て
お
り
、
今
年
も
経
営
学
部
が
減

り
、
経
済
学
部
が
増
加
し
た
。
商

学
部
を
加
え
た
経
済
・
経
営
・
商

の
三
学
部
を
合
わ
せ
た
数
は
ほ
ぼ

前
年
並
み
だ
っ
た
。�

　
一
方
、
心
理
学
部
は
、
首
都
圏
、

関
西
圏
の
有
名
大
学
に
加
え
、
周

辺
の
大
学
で
も
心
理
学
を
専
攻
す

る
学
科
が
増
え
、
受
験
生
か
ら
偏

差
値
の
高
い
本
学
が
敬
遠
さ
れ
た

か
た
ち
。
本
学
で
は
、
二
〇
〇
二

年
度
か
ら
新
た
に
大
学
院
心
理
学

研
究
科
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
わ
が
国
唯
一
つ
の
学
部

と
し
て
の
優
位
性
、
充
実
し
た
研

究
環
境
を
一
層
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。�

　
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
は
、
人
類
が
二
十

一
世
紀
を
迎
え
た
歴

史
の
節
目
を
中
京
大

学
で
過
ご
し
ま
し
た
。

新
時
代
の
到
来
は
、

明
る
い
展
望
を
も
っ

て
語
り
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
日
本
経
済
は
そ
う
し
た

発
想
を
全
く
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
学
生
生
活

を
送
っ
た
み
な
さ
ん
は
、
社
会
か

ら
伝
わ
る
情
報
を
刺
激
剤
と
し
、

緊
張
感
を
も
っ
て
勉
学
に
励
ん
で

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
中
京
大
学
は

時
代
変
化
の
流
れ
を
改

革
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
活
用
し
、
発

展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
昨
年
度
設
置
し
ま
し
た
、
わ
が

国
初
の
「
心
理
学
部
」
は
、
社
会

の
成
熟
化
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、

同
時
に
「
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア

科
学
科
」
を
増
設
し
ま
し
た
。�

　
新
年
度
に
は
、
世
界
共
通
語
と

し
て
の
英
語
に
力
点
を
置
く
「
国

際
英
語
学
部
」
を
設
け
て
十
学
部

体
制
と
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て

大
学
院
心
理
学
研
究
科
を
開
設
す

る
と
と
も
に
本
学
初
の
「
通
信
制

大
学
院
・
情
報
科
学
研
究
科
」
を

設
置
し
ま
す
。�

　
時
代
は
、
大
学
に
対
し
て
高
度

専
門
職
業
人
の
養
成
や
社
会
人
の

再
学
習
の
た
め
の
機
能
強
化
を
い

っ
そ
う
強
く
求
め
て
お
り
ま
す
。�

　
中
京
大
学
に
お
き
ま
し
て
も
、

二
〇
〇
三
年
度
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
か
ら
の
経
営
管
理
手
法
、

教
育
方
法
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
、
す
な
わ
ち
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
・
修
士
課
程
」

を
新
設
い
た
し
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
文
学
部
国
文

学
科
を
「
日
本
文
学
科
」

と
す
る
と
と
も
に
「
言
語

表
現
学
科
」
を
開
設
す
る

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
の
担
い
手
で
あ
る

み
な
さ
ん
に
は
、
不
断
の
勉
学
と

物
事
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

通
じ
、
ど
の
よ
う
な
変
化
に
も
対

応
で
き
る
自
己
の
形
成
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。�

　
世
紀
を
超
え
て
在
学
し
、
い
ま

卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
は
、
新
し
い
日
本
の
苦
し
い
出

発
と
と
も
に
、
社
会

人
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
が
始
ま
り
ま
す
。�

　
日
本
は
明
治
維
新
、

第
二
次
世
界
大
戦
の

敗
戦
、
そ
し
て
い
ま

三
度
目
の
挑
戦
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
と
こ
ろ
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
・

シ
フ
ト
と
い
う
言
葉
が

よ
く
語
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
は
基
本
的
な
も
の
の

考
え
方
、
こ
れ
に
基
づ
く
行
動
様

式
が
一
変
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

よ
う
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
社
会
変
革
は
、
古

く
は
中
国
、
韓
国
な
ど
外
国
か
ら

文
学
、
技
術
、
宗
教
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
社
会
を

変
革
さ
せ
、
と
り
わ
け
明
治
以
降

は
西
洋
文
明
の
導
入
が
盛
ん
で
し

た
。
「
和
魂
洋
才
」
は
こ
の
辺
り

を
象
徴
し
た
言
葉
で
す
。�

　
い
ま
十
年
余
も
続
く
経
済
の
沈

滞
、
社
会
規
範
の
弛
緩
、
失
業
率

の
上
昇
に
よ
る
言
い
知
れ
な
い
先

行
き
不
安
感
の
瀰
漫
を
思
う
と
き
、

私
た
ち
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
き
て

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
原
点
に
戻
っ

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

尊
敬
す
る
故
大
塚
宗
元
氏
は
著
書

「
日
本
の
心
、
東
洋
の
心
」
で
、

日
本
人
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
一
に

「
思
い
や
り
」
、
二
に
「
勤
勉
努

力
」
、
三
に
「
創
意
工
夫
」
と
主

張
し
て
い
ま
す
。
「
思
い
や
り
」

を
第
一
原
理
と
し
て
こ
れ
を
貫
徹

す
る
た
め
に
「
勤
勉
努
力
」
と
「
創

意
工
夫
」
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。�

　
環
境
（
エ
コ
）
経
営
の
重
大
性
、

南
北
問
題
の
解
決
緊
迫
性
を
考
え

る
と
き
、
こ
れ
は
パ
ラ
ダ

イ
ム
・
シ
フ
ト
と
い
う
よ
り
、

自
然
と
と
も
に
仲
間
と
と

も
に
、
優
美
に
、
平
和
に

生
き
た
私
た
ち
日
本
人
の

ル
ー
ツ
に
遡
る
、
原
点
回

帰
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
心
の
美
し
い
人
間
、
気
品
の
あ

る
人
間
、
尊
敬
さ
れ
る
人
間
と
し

て
世
界
を
舞
台
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
の
幸
運
を
祈
り

ま
す
。�

旧英文学科より大幅増�

体
育
学
部
も�

　
　
高
い
評
価�

新設の
┌
国際英語

┘�

積
極
性
を
堅
持
し
て�

　
不
断
の
自
己
形
成
を�

思
い
や
り
を
第
一
に�

　
勤
勉
と
創
意
工
夫
を�

小
川
英
次
学
長�

式
　
辞�

（
大
要
）�

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長�

祝
　
辞�

（
大
要
）�

志

願

者

の

動

向

�

2�
0�
0�
2
年
度�

２００２年度入試の志願者数�（▲は減）�

2001年度 卒業式�2001年度 卒業式�

予想通りの人気�学　部� 学　　科�

国際英語学部の昨年の数字は文学部英文学科のもの�

志願者数� 昨　年� 増減�

文� 国　　文� 938 1,033 ▲95

国際英語�

心　理�

国際英語� 1,833
891 1,584

英米文化� 642

心　　理� 2,244 2,881 ▲637

社　会� 社　　会� 2,145 2,267 ▲122

法� 法　　律� 2,974 2,313 661

経　済� 経　　済� 3,902 2,732 1,170

経　営� 経　　営� 2,440 3,174 ▲734

商� 商� 1,986 1,963 23

情  報  科� 1,036 1,065 ▲29

情報科� 認  知  科� 393 460 ▲67

メディア科� 620 810 ▲190

体　育�
体  育  科� 3,512 2,736 776

健  康  科� 1,186 647 539

合　　計� 25,851 22,972 2,879



����

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
長
谷
川

育
子
（
愛
知
・
旭
野
）
▼
英
文
学

科
　
中
野
憲
二
（
岐
阜
・
吉
城
）

▼
心
理
学
科
　
安
田
孔
三
（
広
島
・

英
数
学
館
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
金
順

玉
（
韓
国
・
留
学
生
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
安
藤
玲

（
岐
阜
・
中
津
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
倉
見

勝
俊
（
静
岡
・二
俣
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
東
川

拓
（
石
川
・
金
沢
辰
巳
丘
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
中
村
威
俊

（
三
重
・
宇
治
山
田
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学
科
　

堀
場
裕
司
（
愛
知
・
西
春
）
▼
認

知
科
学
科
　
宮
田
真
友
美
（
愛
知
・

長
久
手
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
内

田
晶
子
（
宮
崎
・
都
城
東
）
▼
健

康
教
育
学
科
　
木
戸
百
合
子
（
静

岡
・
富
士
東
）
▼
武
道
学
科
　
中

井
健
太
（
大
阪
・
大
東
）�

��

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
有
川
裕

子
（
三
重
・
社
会
人
）
▼
英
文
学

科
　
奥
田
恭
子
（
静
岡
・
常
葉
学

園
）
▼
心
理
学
科
　
田
牧
あ
さ
子

（
三
重
・
松
阪
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
尾
辻

理
沙
（
愛
知
・
桜
台
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
松
井
香

織
（
静
岡
・
浜
松
湖
南
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
鈴
木

優
介
（
愛
知
・
豊
野
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
谷
口

晶
子
（
三
重
・
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女

子
学
園
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
木
村
慶
之

（
秋
田
・
秋
田
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学
科
　

村
瀬
多
美
（
岐
阜
・
岐
阜
北
）
▼

認
知
科
学
科
　
安
藤
千
夏
（
愛
知
・

昭
和
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
柴

原
良
樹
（
滋
賀
・
東
大
津
）
▼
健

康
教
育
学
科
　
高
橋
美
晴
（
愛
知
・

成
章
）
▼
武
道
学
科
　
片
小
田
剛

士
（
福
岡
・
福
岡
中
央
）�

��

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
山
田
朋

未
（
愛
知
・
松
蔭
）
▼
英
文
学
科

白
井
里
枝
（
愛
知
・
豊
橋
東
）
▼

心
理
学
科
　
大
井
育
美
（
三
重
・

セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学
園
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
長
瀬

志
穂
（
岐
阜
・
斐
太
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
間
瀬
友

佳
子
（
愛
知
・
半
田
東
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
宮
田

鳴
門
（
愛
知
・
中
京
大
学
附
属
中

京
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
吉
田

大
輔
（
広
島
・
五
日
市
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
小
林
恵
理

子
（
愛
知
・
豊
橋
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学
科
　

高
木
勇
祐
（
三
重
・
津
東
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
安

藤
千
歩
（
愛
知
・
旭
野
）
▼
健
康

教
育
学
科
　
酒
井
理
恵
（
長
野
・

伊
那
北
）�

��

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
平
山
裕

子
（
三
重
・
津
西
）
川
上
祐
加�

（
愛
知
・
豊
田
北
）
▼
英
文
学
科
　

富
永
理
香
（
長
野
・
飯
田
風
越
）

▼
心
理
学
科
　
松
田
教
子
（
愛
知
・

社
会
人
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
小
山

恵
子
（
愛
知
・
天
白
）
唐
樋
梨
恵

（
広
島
・
三
原
）
山
下
貴
大
（
静

岡
・
二
俣
）
竹
田
彩
見
（
静
岡
・

浜
松
南
）
一
柳
宏
美
（
愛
知
・
尾

北
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
宇
井
晶

子
（
愛
知
・
岡
崎
）
山
下
寿
蘭
（
石

川・
金
沢
錦
丘
）
伊
藤
宏
光
（
三
重・

津
東
）
嶋
田
愛
（
愛
知
・
名
古
屋

大
学
教
育
学
部
附
属
）
森
樹
里（
愛

知
・
長
久
手
）
臼
井
順
一
（
愛
知
・

犬
山
南
）
須
賀
律
子
（
三
重
・
三

重
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
森
元

美
香
（
愛
知
・
刈
谷
東
）
山
口
純

子
（
三
重
・
三
重
）
一
木
美
保
子

（
愛
知
・
緑
） 

松
下
祐
誌
（
愛
知
・

半
田
東
）
渡
辺
敦
樹
（
静
岡
・
掛

川
西
）
朝
倉
幸
（
愛
知
・
豊
丘
）

伊
藤
昇
（
愛
知
・
成
章
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
軸
丸

恵
梨
（
三
重
・
四
日
市
西
）
公
文
淳

湖
（
愛
知
・
天
白
）
権
田
容
子
（
愛

知
・
豊
橋
商
業
）
三
谷
典
久
（
広

島
・
府
中
）
黒
岩
利
香
（
愛
知
・

丹
羽
）
天
野
智
弥
子
（
三
重・三
重
）

間
嶋
恭
子
（
岐
阜
・
長
良
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
小
林
聡
美

（
三
重
・
津
西
）
井
上
紗
由
里
（
岐

阜
・
岐
阜
商
業
）
垰
村
和
也
（
滋

賀
・
大
津
）
山
本
倫
久
（
愛
知
・
豊

明
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
吉

田
博
紀
（
滋
賀
・
河
瀬
）
桑
原
祐

輔
（
神
奈
川
・
平
塚
学
園
）
市
川

正
樹
（
長
野
・
松
本
県
ケ
丘
）
梶

原
麻
紀
（
山
口
・
西
京
）
高
橋
佳

史
（
三
重
・
桑
名
）
三
宅
哲
也
（
岡

山
・
岡
山
操
山
）�

���

◆
文
化
会
▼
書
道
部
　
三
輪
芳
弘

（
法
・
愛
知
・
名
古
屋
大
谷
）�

岡
沙
織
（
文
・
三
重
・
皇
學
館
）�

野
村
芙
美
（
文
・
岐
阜
・
大
垣
南
）

長
谷
川
育
子
（
文
・
愛
知
・
旭
野
）

有
川
裕
子
（
文
・
三
重
・
社
会
人
）

村
瀬
瑞
穂
（
社
・
愛
知
・
中
村
）

森
聡
子
（
文
・
三
重
・
桑
名
西
）�

◆
体
育
会
▼
ス
キ
ー
部
　
濱
島
理

恵
子
（
体
・
愛
知
・
椙
山
女
学
園
）

▼
新
体
操
部
　
猿
井
義
彰
（
体
・

群
馬
・
前
橋
工
業
）
▼
陸
上
部
　

綾
真
澄
（
体
・
香
川
・
飯
山
）
岡

本
潤
子
（
体
・
京
都
・
園
部
）
鈴

木
健
太
郎
（
体
・
新
潟
・
巻
）
疋

田
晃
久
（
体
・
福
岡
・
八
幡
南
）

佐
々
木
麗
奈
（
体
・
富
山
・
龍
谷

富
山
）▼
水
泳
部
　
中
西
一
生（
体
・

佐
賀
・
佐
賀
東
）
佐
藤
茂
則
（
体
・

新
潟
・
中
越
）
井
上
喜
智
（
体
・
京

都
・
京
都
西
）
羽
戸
俊
介
（
体
・
兵

庫
・
姫
路
工
業
）
貝
塚
佳
巳
（
体
・

茨
木
・
常
総
学
院
）
▼
サ
ッ
カ
ー

部
　
青
木
孝
浩
（
体
・
愛
知
・
豊

田
北
）
田
村
忠
義
（
体
・
滋
賀
・

草
津
東
）
高
阪
真
吾
（
体
・
三
重
・

暁
）
末
岡
龍
二
（
体
・
山
口
・
光
）

中
村
楽
（
体
・
群
馬
・
前
橋
商
業
）

楠
目
道
生
（
体
・
愛
媛
・
南
宇
和
）

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
　
吉
田
博
紀

（
体
・
滋
賀
・
河
瀬
）
大
河
原
義

貴
（
体
・
愛
知
・
岡
崎
城
西
）
上

岡
雄
地
（
体
・
愛
媛
・
新
田
）
奥

本
翼
（
体
・
静
岡
・
清
水
市
立
商

業
）
森
真
介
（
体
・
愛
知
・
桜
台
）

濱
口
雄
飛
（
体
・
兵
庫
・
明
石
）

▼
ス
ケ
ー
ト
部
　
斉
藤
康
志
（
体
・

愛
知
・
足
助
）
戸
松
由
枝
（
商
・

愛
知
・
愛
知
女
子
）
▼
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
　
川
原
輝
幸
（
体
・
佐
賀
・

塩
田
工
業
）
藤
原
直
幸
（
体
・
千

葉
・
成
東
）
内
ヶ
崎
学
（
体
・
宮

城
・
東
北
）
瀬
戸
努
（
体
・
石
川
・

小
松
工
業
）
森
亮
介
（
体
・
愛
知
・

大
同
）▼
剣
道
部
　
石
川
香
苗（
体・

静
岡
・
磐
田
西
）
篠
原
佐
智
代�

（
体
・
茨
木
・
土
浦
湖
北
）平
知
子�

（
体
・
高
知
・
高
知
）�

◆
体
育
会
▼
幹
事
長
　
中
井
健
太

（
体
・
大
阪
・
大
東
）�

◆
文
化
会
▼
幹
事
長
　
濱
崎
英
博

（
文
・
愛
知
・
愛
知
工
業
大
学
名

電
）�

◆
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
名
古
屋

委
員
長
　
蓑
島
哲
也
（
商
・
三
重
・

四
日
市
西
）
▼
豊
田
担
当
　
水
野

宏
紀
（
情
・
愛
知
・
緑
）�

���

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子�

��

◆
綾
真
澄
（
体
・
香
川
・
飯
山
）�

��
�

﹇
社
会
学
﹈�

　
陳
　
大
哲
（
チ
ン
　
ダ
イ
チ
ョ

ル
）
さ
ん
（
韓
国
）
　
社
会
学
研

究
科
博
士
課
程
▽
中
部
大
学
国
際

関
係
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

49
歳
。
学
位
論
文
は
「
マ
ダ
ン
劇

を
め
ぐ
る
韓
国
文
化
誌
―
歴
史
・

民
衆
文
化
運
動
・
社
会
的
実
践
―
」
。

指
導
教
員
は
鈴
木
道
子
教
授
。�

﹇
体
育
学
﹈�

　
安
　
昌
圭
（
ア
ン
　
チ
ャ
ン
キ

ュ
ー
）
さ
ん
（
韓
国
）
　
体
育
学

研
究
科
博
士
課
程
▽
東
海
大
学
体

育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
41

歳
。
学
位
論
文
は
「
ス
ポ
ー
ツ
消

費
行
動
へ
の
社
会
化
過
程
の
研
究
」
。

指
導
教
員
は
藤
原
健
固
教
授
。�

﹇
文
　
学
﹈�

　
國
分
由
紀
子
さ
ん
　
文
学
研
究

科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
▽
文
学

研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
。
31
歳
。
学
位
論
文
は「『
古
事

記
』
に
於
け
る
伝
承
の
型
と
話
型
」
。

指
導
教
員
は
菅
野
雅
雄
教
授
。�

﹇
心
理
学
﹈�

　
鈴
木
雅
洋
さ
ん
　
文
学
研
究
科

心
理
学
専
攻
博
士
課
程
▽
文
学
研

究
科
心
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

30
歳
。
学
位
論
文
は
「
両
眼
視
半

遮
蔽
部
分
の
視
野
闘
争
に
関
す
る

実
験
的
研
究
」
。
指
導
教

員
は
森
孝
行
教
授
。�

﹇
経
営
学
﹈
　
　�

　
欒
　
斌
（
ラ
ン
　
ビ
ン
）

さ
ん
　
経
営
学
研
究
科
博

士
課
程
▽
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
39
歳
。

学
位
論
文
は
「
技
術
移
転
・

発
展
と
中
核
能
力
形
成
に
関
す
る

研
究
―
中
国
の
日
系
製
造
企
業
を

中
心
と
し
て
―
」
。
指
導
教
員
は

小
川
英
次
教
授
。�

﹇
体
育
学
﹈�

　
渡
辺
英
児
さ
ん
　
体
育
学
研
究

科
博
士
課
程
▽
米
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ

ラ
イ
ナ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
修

士
課
程
修
了
。
33
歳
。
学
位
論
文

は
「
高
齢
者
に
お
け
る
水
中
運
動

に
よ
る
心
理
的
効
果
に
関
す
る
研

究
」
。
指
導
教
員
は
猪
俣
公
宏
教

授
。�

﹇
体
育
学
﹈�

　
千
葉
直
樹
さ
ん
　
体
育
学
研
究

科
博
士
課
程
▽
横
浜
国
立
大
学
教

育
学
研
究
科
修
了
。
28
歳
。
学
位

論
文
は
「
越
境
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に

関
す
る
研
究
」
。
指
導
教
員
は
守

能
信
次
教
授
。�

��
�

﹇
体
育
学
﹈�

　
川
合
悟
さ
ん
　
体
育
学
研
究
科

研
究
生
、
帝
塚
山
大
学
人
文
科
学

部
教
授
▽
神
戸
大
学
教
育
学
部
卒

業
。
46
歳
。
学
位
論
文
は
「
精
密

把
握
運
動
時
の
力
発
揮
過
程
か
ら

み
た
運
動
の
制
御
に
関
す
る
研
究
」
。�

　卒業式で６人に博士の学位が授与され、２００
１年度の本学での博士学位取得者は、９月に
授与された３人（広報１３０号で紹介）と１１月の
陳大哲さん、安昌圭さんと合わせ、１１人となった。�

　
訂
正
　
12
月
20
日
付
「
第
１
３

０
号
」５
面
、「
３
人
に
博
士
号
」の

中
で
、課
程
博
士
を
受
け
た
の
は

冨
永
将
史
さ
ん
、ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・

シ
ラ
・
カ
バ
リ
さ
ん
、
論
文
博
士

を
受
け
た
の
は
マ
ル
セ
ロ
・
オ
リ

ベ
ラ
・
カ
バ
リ
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。�

陳　大哲さん�

國分由紀子さん�

欒　斌さん�

千葉直樹さん�

安　昌圭さん�

鈴木雅洋さん�

渡辺英児さん�

川合　悟さん�

受
賞
お
め
で
と
う�

2001年度 卒業式�

8人に博士学位�8人に博士学位�
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）�
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校�
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度 

卒
業
式�
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�
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柘
植
章
・
中
京
（
大
学
）
会
計

人
会
長
は
二
月
七
日
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
第
二
会
議
室
で
開
か
れ

た
大
学
院
経
済
学
研
究
科
主
催
の

学
術
講
演
会
に
招
か
れ
、
「
税
理

士
法
改
正
と
税
理
士
試
験
制
度
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。
（
写
真
）�

　
講
演
会
に
は
経
済
学
、
法
学
、

経
営
学
、
商
学
各
研
究
科
の
大
学

院
生
、
教
員
十
五
人
が
出
席
。
柘

植
会
長
が
法
改
正
の
趣
旨
、
対
応

な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
、
質

問
に
も
応
じ
た
。�

　
税
理
士
法
の
改
正
で
、
大
学
院

修
了
生
（
経
済
学
、
法
学
、
経
営

学
、
商
学
各
研
究
科
）
に
対
す
る

資
格
取
得
の
在
り
方
が
か
わ
っ
た

た
め
の
“
講
習
会
”
。
今
後
も
会

計
人
を
め
ざ
す
院
生
、
学
生
の
指

導
に
あ
た
る
。�

　
法
学
部
の
橋
詰
洋
三
教
授
（
労

働
法
）
が
昨
年
秋
に
設
置
さ
れ
た

愛
知
地
方
労
働
審
議
会
の
初
代
会

長
に
就
任
し
た
。�

　
愛
知
地
方
労
働
審
議
会
は
、
旧

愛
知
労
働
基
準
局(

昨
年
四
月
か

ら
愛
知
労
働
局
に
名
称
変
更)

時

代
の
愛
知
地
方
労
働
基
準
審
議
会
、

愛
知
地
方
職
業
安
定
審
議
会
、
愛

知
地
方
家
内
労
働
審
議
会
、
名
古

屋
港
地
区
職
業
安
定
審
議
会
の
四

審
議
会
が
統
合
さ
れ
、
新
し
く
発

足
し
た
。�

　
橋
詰
教
授
は
十
二
年
前
か
ら
旧

愛
知
地
方
労
働
基
準
審
議
会
の
公

益
委
員
、
最
後
の
六
年
間
は
会
長

職
を
務
め
て
い
た
が
、
新
し
い
愛

知
地
方
労
働
審
議
会
（
公
益
委
員
、

労
働
者
側
代
表
委
員
、
使
用
者
側

代
表
委
員
の
七
人
）
の
公
益
委
員

に
任
じ
ら
れ
、
昨
年
秋
の
第
一
回

審
議
会
で
初
代
会
長
に
選
ば
れ
た
。�

　
同
審
議
会
は
失
業
率
の
低
下
を

め
ざ
す
具
体
的
な
方
針
を
ま
と
め
、

昨
年
末
政
府
に
提
言
、
愛
知
県
経

営
者
協
会
で
実
施
さ
れ
る
予
定
。�

∩
∩
∩
　
∪
∪
∪�

　
橋
詰
教
授
の
話�

　
「
四
審
議
会
を
統
合
し
た
審
議

会
は
大
変
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
の
会
長
に
選
ば
れ
、
責
任
の
重

大
さ
を
感
じ
て
い
る
。
失
業
率
減

少
、
労
使
安
定
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
た
い
。
」�

　
本
学
大
学
院
や
学
部
を
修
了
、

卒
業
し
て
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち

で
十
一
月
七
日
、
「
中
京
（
大
学
）

会
計
人
会
」
が
発
足
し
た
。�

　
創
立
総
会
は
名
古
屋
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
地
元
名
古
屋
を

は
じ
め
大
阪
、
金
沢
、
浜
松
な
ど

か
ら
会
員
約
百
人
が
集
ま
っ
た
。

本
学
か
ら
は
梅
村
清
弘
総
長
・
理

事
長
、
小
川
英
次
学
長
、
商
学
、

法
学
、
経
済
学
、
経
営
学
各
研
究

科
の
研
究
科
長
、
来
賓
と
し
て
後

藤
好
弘
・
名
古
屋
税
理
士
会
会
長

ら
が
出
席
し
た
。�

　
梅
村
総
長
・
理
事
長
ら
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
会
則
の
制
定
、
役

員
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
、
初
代
会

長
に
柘
植
章
氏
（
一
九
七
八
年
度

商
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
）
を

選
ん
だ
。�

　
中
京
（
大
学
）
会
計
人
会
結
成

の
目
的
に
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
研
鑚
、
情
報
交
換
の
ほ
か
、
母

校
の
発
展
、
と
く
に
会
計
士
、
税

理
士
な
ど
を
め
ざ
す
大
学
院
生
、

学
生
の
指
導
援
助
に
あ
た
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。�

　
本
学
出
身
の
職
業
会
計
人
は
全

国
で
二
百
人
を
超
え
、
会
員
は
さ

ら
に
増
え
そ
う
。
ま
た
、
職
業
会

計
人
を
め
ざ
す
本
学
の
学
生
や
大

学
院
生
を
準
会
員
と
し
て
受
け
入

れ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。�

　
会
の
事
務
局
は
名
古
屋
市
名
東

区
上
社
二
ノ
一
七
〇
、
前
畑
会
計

事
務
所
＝
電
話
０
５
２
―
７
７
４

―
４
３
９
２
＝
。�

　
橋
詰
洋
三
法
学
部
教
授
の
ゼ
ミ

同
窓
会
に
、
十
二
月
六
日
、
愛
知

県
内
で
活
躍
す
る
社
会
保
険
労
務

士
七
人
の
部
会
が
誕
生
し
た
。�

　
同
じ
仕
事
に
携
わ
る
同
窓
生
同

士
の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、
社

労
士
を
め
ざ
す
後
輩
た
ち
の
指
導

の
た
め
に
と
結
成
。
会
長
に
法
学

部
国
家
試
験
研
究
会
講
師
の
棚
原

健
さ
ん
（
一
九
八
一
年
度
卒
、
三

律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
代
表
）
、
副

会
長
に
伏
木
勇
さ
ん
（
一
九
八
六

年
度
卒
）
ら
の
役
員
を
選
ん
だ
。�

　
活
動
方
針
と
し
て
、
後
輩
の
た

め
に
お
金
を
出
し
合
っ
て
奨
学
金

制
度
を
設
け
る
こ
と
と
、
企
業
の

管
理
者
向
け
に
、
労
務
管
理
の
実

務
書
を
分
担
し
て
執
筆
し
、
発
行

す
る
こ
と
を
決
め
た
。�

　
棚
原
さ
ん
は
「
部
会
の
輪
を
愛

知
県
外
の
社
労
士
の
同
窓
生
に
も

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
橋

詰
教
授
は
「
先
輩
た
ち
の
結
束
で

後
輩
た
ち
の
社
労
士
へ
の
道
が
広

が
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。
棚

原
さ
ん
の
連
絡
先
は
、
電
話
０
５

２
―
７
４
５
―
１
６
８
１
。�

��������

　
日
本
人
大
リ
ー
ガ
ー
が
続
々
誕

生
し
、
イ
チ
ロ
ー
の
よ
う
な
め
ざ

ま
し
い
活
躍
を
し
て
茶
の
間
の
フ

ァ
ン
を
Ｂ
Ｓ
放
送
の
実
況
中
継
に

く
ぎ
付
け
に
す
る
時
代
に
な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
社
会
現
象
と
し
て
見

た
場
合
、
そ
れ
は
か
つ
て
な
い
重

要
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
存
在
に

な
っ
て
き
て
い
る
。�

　
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
を
人
類
が
原

始
的
な
生
活
状
態
に
あ
っ
た
時
代

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今

日
ま
で
を
概
観
し
た
の
が
本
書
で

あ
る
。�

　
九
人
が
西
洋
・
中
国
・
日
本
の

各
時
代
を
分
担
執
筆
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
研

究
の
最
新
成
果
を
取
り
入
れ
、
客

観
的
史
実
に
基
づ
い
た
叙
述
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
オ
リ
ン
ピ

ズ
ム
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、
女

性
ス
ポ
ー
ツ
、
戦
争
と
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
重
要
な
視
点
か
ら
近
、
現
代

の
ス
ポ
ー
ツ
の
展
開
を
跡
づ
け
て

い
る
。
ま
た
、
横
須
賀
製
鉄
所
で

行
わ
れ
た
一
八
六
八
（
慶
応
四
）

年
の
慰
安
運
動
会
の
絵
図
の
よ
う

な
珍
し
い
図
版
も
多
く
、
斬
新
さ

を
備
え
た
書
に
な
っ
て
い
る
。�

　
執
筆
陣
に
四
人
の
本
学
大
学
院

体
育
学
研
究
科
出
身
者
が
加
わ
っ

て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。�

　
編
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。
市

村
出
版
刊
。
一
七
三
㌻
。
本
体
価

格
二
、
四
〇
〇
円
。�

��������

　
日
本
の
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
（
最
貧
途
上

諸
国
）
へ
の
援
助
は
、
最
近
の
国

際
情
勢
か
ら
か
け
声
の
割
に
は
認

識
に
乏
し
い
。
筆
者
は
か
つ
て
、

ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
と
行
っ

た
研
究
協
力
の
結
果
を
中
心
に
、

日
本
の
こ
の
面
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
態

を
、
と
く
に
北
欧
諸
国
の
そ
れ
と

の
比
較
で
量
・
質
両
面
で
分
析
し

て
、
一
九
九
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
で

の
学
会
で
報
告
し
た
。
重
債
務
問

題
以
上
に
技
術
選
択
を
通
し
た
社

会
基
盤
の
育
成
を
主
張
す
る
。�

（
６
面
７
段
目
へ
続
く
）�
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中
京
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学
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計
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Ｏ
Ｂ
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会
計
士
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税
理
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概
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愛
知
県
内
の
四
年
制
の
国
公
立
・

私
立
四
十
五
大
学
の
う
ち
、
本
学

を
含
む
四
十
四
大
学
が
一
月
十
二

日
、
「
単
位
互
換
に
関
す
る
包
括

協
定
」
を
締
結
し
た
。�

　
四
十
四
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意

と
す
る
科
目
（
教
養
科
目
、
専
門

基
礎
科
目
）
を
三
科
目
程
度
、
他

大
学
の
学
生
に
も
開
放
し
、
学
生

が
在
籍
す
る
大
学
は
、
一
定
の
単

位
を
修
得
単
位
と
し
て
認
め
る
と

い
う
の
が
内
容
。
準
備
の
整
っ
た

大
学
は
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
、
そ

の
他
の
大
学
も
二
〇
〇
三
年
度
か

ら
単
位
互
換
を
制
度
化
す
る
。�

　
本
学
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
単

位
互
換
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
、
教
養
三
科
目
を
開
放
、
在
籍

学
生
の
他
大
学
で
の
履
修
も
認
め

る
。�

　
都
道
府
県
単
位
で
、
し
か
も
国

公
私
立
大
学
の
ほ
ぼ
全
て
が
加
わ

っ
て
単
位
互
換
制
度
を
設
け
る
の

は
全
国
で
も
初
め
て
。
学
生
に
よ

り
良
い
講
義
と
幅
広
い
知
識
を
と
、

名
古
屋
大
学
を
始
め
と
す
る
国
公

立
大
学
や
本
学
な
ど
の
私
立
大
学

の
学
長
ら
で
つ
く
る
愛
知
学
長
懇

話
会
の
場
で
検
討
を
重
ね
、
実
現

に
こ
ぎ
つ
け
た
。�

�����

　
懇
話
会
で
は
二
〇
〇
二
年
度
、

制
度
開
設
を
記
念
し
て
、
学
長
自

ら
学
生
、
市
民
向
け
に
講
義
す
る

総
合
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
科
目
」
も
開
講
。
本
学
の

小
川
英
次
学
長
ら
が
名
古
屋
工
業

大
学
（
日
時
は
未
定
）
で
、
「
21

世
紀
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
と
人
間
教

育
」
の
総
合
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

十
二
回
ほ
ど
講
義
す
る
予
定
。�

　
経
営
学
部
の
学
生
と
社
会
人
聴

講
生
（
科
目
等
履
修
生
）
が
一
緒

に
講
義
を
受
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
授

業
「
経
営
者
講
座
」
の
講
師
の
一

人
に
、
磯
部
克
日
本
ガ
イ
シ
副
社

長
の
新
任
が
決
ま
っ
た
。�

　
講
義
は
二
〇
〇
二
年
度
も
経
済

界
の
十
人
と
中
垣
昇
教
授
が
担
当
。�

昨
年
ま
で
講
師
を
務
め
て
い
た
伊

奈
輝
三
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ト
ス
テ
ム
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
副
会
長
と
岡
田

邦
彦
松
坂
屋
社
長
が
退
任
す
る
が
、

後
任
の
一
人
は
未
定
。
磯
部
氏
は
、

一
九
六
二
年
に
日
本
ガ
イ
シ
入
社
、

一
九
九
七
年
か
ら
副
社
長
を
務
め

て
い
る
。�

　
各
講
師
は
二
回
、
豊
富
な
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
生
き
た
経
営
・

経
済
学
を
講
義
す
る
。�

　
未
定
の
一
人
を
除
く
経
済
界
の

講
師
九
人
は
次
の
み
な
さ
ん
。
（
前

期
・
後
期
50
音
順
）�

　
﹇
前
期
﹈
大
橋
正
昭
愛
知
製
鋼

会
長
、
須
田
寛
東
海
旅
客
鉄
道
会

長
、
多
賀
潤
一
郎
イ
ビ
デ
ン
相
談

役
、
武
山
栄
造
豊
田
通
商
会
長
、

西
川
俊
男
ユ
ニ
ー
名
誉
会
長�

　
﹇
後
期
﹈
磯
部
克
日
本
ガ
イ
シ

副
社
長
、
小
山
敬
豊
田
紡
織
相
談

役
、
武
田
金
雄
東
海
東
京
証
券
相

談
役
、
水
谷
研
治
東
海
総
合
研
究

所
理
事
長
（
経
済
学
部
教
授
）�

　
元
経
済
学
部
教
授
の
新
保
博
（
し

ん
ぽ
・
ひ
ろ
し
）
先
生
は
、
二
月

十
七
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十

八
歳
。
一
九
八
七
年
か
ら
九
八
年

ま
で
在
職
、
日
本
経
済
史
な
ど
を

担
当
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
学
は
、
学
術
、
技
能
に
秀
で

た
人
を
客
員
教
授
と
し
て
迎
え
る

こ
と
に
な
り
、
一
月
二
十
四
日
の

理
事
会
で
規
程
を
決
め
、
作
家
、

美
術
家
赤
瀬
川
原
平
氏
を
第
一
号

の
客
員
教
授
に
任
用
す
る
。
赤
瀬

川
氏
は
四
月
か
ら
文
学
部
の
教
壇

に
立
つ
。�

　
客
員
教
授
の
導
入
は
、
学
術
、

技
能
に
秀
で
、
社
会
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
人
に
、
生
き
た
学

問
を
指
導
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

と
く
に
来
年
開
設
を
め
ざ
し
て
い

る
独
立
研
究
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
＝
修
士
課

程
）
で
は
、
実
務
経
験
豊
か
な
専

門
家
を
教
員
に
招
く
こ
と
に
し
て

お
り
、
客
員
教
授
を
制
度
化
し
た
。�

　
規
程
に
よ
る
と
、
客
員
教
授
は

学
部
長
、
教
養
部
長
、
研
究
科
長

が
学
長
に
推
薦
、
学
長
の
報
告
に

基
づ
い
て
理
事
長
が
任
用
す
る
。�

　
赤
瀬
川
氏
は
当
初
、
二
〇
〇
二

年
度
は
文
学
部
国
文
学
科
の
非
常

勤
講
師
を
委
嘱
、
二
〇
〇
三
年
度

に
新
設
予
定
の
言
語
表
現
学
科
の

客
員
教
授
と
し
て
招
聘
す
る
方
針

だ
っ
た
が
、
一
年
早
め
た
。
国
文

学
科
で
「
創
作
」
の
講
義
を
担
当

す
る
。�

　
本
学
人
工
知
能
高
等
研

究
所
と
中
部
経
済
産
業
局
、

特
許
庁
の
共
催
（
人
工
知

能
研
究
振
興
財
団
協
賛
）
で
、

十
二
月
四
日
、
中
京
大
学

特
許
セ
ミ
ナ
ー
が
「
人
工

知
能
の
社
会
還
元
」
を
テ

ー
マ
に
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
同
研
究
所
で
開
か
れ
た
。�

　
大
学
か
ら
民
間
へ
の
技

術
移
転
を
も
っ
と
進
め
よ

う
と
開
催
。
情
報
科
学
部

の
教
員
や
企
業
か
ら
の
共

同
研
究
員
、
学
生
、
関
係

部
局
の
職
員
ら
が
出
席
し
た
。�

　
弁
理
士
の
奥
田
誠
さ
ん

と
加
藤
光
宏
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
、

「
発
明
の
保
護
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
特
許
」
、
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
特

許
と
コ
ン
テ
ン
ツ
著
作
権
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
こ
の
後
、
慶
応
義

塾
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
の
中
島
真
人
教
授
が
「
産

学
連
携
、
技
術
移
転
―
慶
応
義
塾

の
取
り
組
み
―
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
い
、
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
。�

�

開
く�

中�

京�

大�

学�

特�

許�

セ�

ミ�

ナ�

ー�

2�
0�
0�
2
年
度
か
ら
愛
知
44
大
学�

客員教授　 を導入�制　�
　度�

人工知能の技術移転�

本
学
も
3
科
目
開
放�

　
他
大
学
履
修
も
認
め
る�

新
た
に
磯
部 

克
氏�

日
本
ガ
イ�

シ
副
社
長�

経
営
者
講
座�

新
年
度
も
10
講
師
で�

第
一
号
は
赤
瀬
川
さ
ん�

4
月
か
ら
┐
創
作
└
を
担
当�

名
工
大
で�

記
念
講
義�

小
川
学
長�

換�
互�

位�
単�

指
導
陣
重
厚
に�

実社会の専門家に�
生きた学問を学ぶ�

訃　　報�
元
教
授�

新
保
　
博
氏�

教員、学生らが出席して開かれた特許セミナー�

磯部　克氏�



新
し
い
『
勢
語
』
像
を
示
す
。�

　
第
三
部
は
、
『
勢
語
』
が
文
藝

史
の
中
で
果
た
し
た
〈
規
範
〉
と

し
て
の
役
割
を
森
　
外
の
帰
朝
三

部
作
や
『
舞
姫
』
等
を
通
し
て
論

じ
た
も
の
で
、
　
外
の
作
品
へ
の

新
し
い
視
点
を
も
示
し
、
本
書
の

特
色
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。�

　
著
者
は
文
学
部
教
授
。
新
典
社

刊
。
四
一
二
㌻
。
本
体
価
格
一
〇
、

四
〇
〇
円
。�

������

　
大
学
に
お
け
る
学
修
の
総
括
と

し
て
卒
業
論
文
が
あ
る
が
、
そ
の

意
義
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。�

　
卒
業
研
究
に
取
り
組
も
う
と
す

る
心
理
学
専
攻
生
に
、
教
科
書
や

概
説
書
で
は
得
ら
れ
な
い
知
的
生

産
の
“
楽
屋
”
を
披
露
す
れ
ば
、

自
身
の
課
題
研
究
へ
の
導
き
に
な

る
だ
ろ
う
。
編
者
が
若
手
研
究
者

の
執
筆
協
力
を
得
て
、
そ
の
思
い

を
形
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。�

　
分
野
を
問
わ
ず
、
研
究
に
は
苦

労
が
つ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
体
験

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
首
尾
よ
く
事

が
運
ん
だ
と
き
の
充
足
感
も
ま
た

大
き
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。�

　
“
常
識
”
の
呪
縛
を
脱
し
て
心

理
現
象
の
背
後
に
潜
む
“
世
界
”

を
明
ら
か
に
す
る
先
例
を
示
し
た

本
書
を
活
用
し
て
、
専
攻
生
が
各

自
の
課
題
に
取
り
組
み
、
達
成
の

喜
び
を
実
感
す
れ
ば
、
そ
れ
が
編

者
の
喜
び
に
も
な
る
だ
ろ
う
。�

　
編
者
は
心
理
学
部
教
授
。
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
。
二
三
八
㌻
。
本
体

価
格
二
、
五
〇
〇
円
。�

　
日
本
を
代
表
す
る
書
道
展
の
一

つ
、
謙
慎
書
道
会
・
第
六
十
四
回

展
で
、
本
学
事
務
局
就
職
課
長
の

寺
尾
荘
平
さ
ん
が
最
高
位
の
賞
、

西
川
賞
を
獲
得
、
三
月
二
日
、
東

京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
式

典
で
表
彰
さ
れ
た
。�

　
寺
尾
さ
ん
は
、
文
学
部
国
文
学

科
の
一
九
七
八
年
度
卒
業
生
。
樽

本
英
信
教
授
（
号
・
樹
邨
、
日
展

会
員
）
に
師
事
し
、
今
回
の
受
賞

作
品
と
も
な
っ
た
六
朝
楷
書
の
漢

字
を
主
に
学
ん
で
き
た
。�

　
西
川
賞
は
、
書
道
史
に
輝
く
明

治
の
大
家
西
川
春
洞
、
子
息
の
西

川
寧
（
文
化
勲
章
受
章
・
謙
慎
書

道
会
の
創
始
者
）
両
氏
を
記
念
し

た
賞
で
、
会
の
上
位
資
格
者
で
あ

る
理
事
を
対
象
に
選
考
。
名
古
屋

地
区
の
書
道
家
が
こ
の
賞
を
獲
得

す
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
に
樽
本

教
授
が
受
賞
し
て
以
来
三
十
二
年

ぶ
り
。
樽
本
教
授
は
「
日
ご
ろ
の

努
力
の
成
果
。
賞
を
励
み
に
さ
ら

に
研
鑚
を
」
と
、
寺
尾
さ
ん
の
受

賞
を
喜
ん
で
い
る
。�

　
寺
尾
さ
ん
は
、
賞
の
記
念
に
、

同
書
道
会
を
代
表
し
、
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
た
中
国
・
竜
門
石
窟

群
（
敦
煌
な
ど
と
並
ぶ
石
窟
寺
院
。

文
字
を
刻
ん
だ
石
碑
な
ど
の
史
料

が
残
る
こ
と
で
も
有
名
）
へ
表
敬

派
遣
（
四
月
一
―
四
日
）
さ
れ
る
。�

　
情
報
科
学
研
究
科
修
士
課
程
二

年
の
渡
邊
恵
人
さ
ん
は
、
二
〇
〇

一
年
度
電
気
関
係
学
会
東
海
支
部

連
合
大
会
で
奨
励
賞
を
獲
得
、
一

月
三
十
一
日
表
彰
さ
れ
た
。�

　
電
気
学
会
や
電
子
情
報
通
信
学

会
、
情
報
処
理
学
会
な
ど
の
電
気

関
係
八
学
会
の
中
部
・

東
海
支
部
が
合
同
で

大
会
を
開
催
、
二
〇

〇
一
年
度
は
八
百
件

余
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
、
渡
邊
さ
ん
を
含
む
二
十
二

人
が
若
手
研
究
者
を
対
象
と
し
た

奨
励
賞
を
受
け
た
。�

　
受
賞
し
た
研
究
は
「
腹
部
Ｘ
線

Ｃ
Ｔ
像
を
用
い
た
胃
Ｘ
線
二
重
造

影
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。長
谷
川

純
一
教
授
の
指
導
で
、
名
古
屋
大

学
の
研
究
者
と
共
同
で
発
表
。
胃

の
診
断
時
に
用
い
ら
れ
る
二
重
造

影
像
を
仮
想
的
に
生
成
し
た
研
究

で
、
若
手
撮
影
技
師
の
育
成
な
ど

へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
。�

１年次� ２年次� ３年次� ４年次� 合計�
300,000入学金� � � � 300,000

50,000体育学部特別施設設備費� 50,000 50,000 50,000 200,000

645,000国際英語学部� 715,000 745,000 760,000 2,865,000
680,000心理学部� 750,000 780,000 795,000 3,005,000
750,000情報科学部� 820,000 850,000 865,000 3,285,000
710,000体育学部� 780,000 810,000 825,000 3,125,000

625,000文・社会・法・経済�
経営・商  学部� 695,000 725,000 740,000 2,785,000

260,000心理学部� 260,000 260,000 260,000 1,040,000
225,000国際英語学部（英米文化）� 225,000 225,000 225,000 900,000
235,000国際英語学部（国際英語）� 235,000 235,000 235,000 940,000

295,000情報科学部（情報科・認知科）� 295,000 295,000 295,000 1,180,000
320,000情報科学部（メディア科）� 320,000 320,000 320,000 1,280,000
285,000体育学部� 285,000 285,000 285,000 1,140,000

200,000国際英語学部（国際英語）� 200,000 200,000 　� 600,000
30,000心理学部� 10,000 10,000 10,000 60,000
30,000経営学部� � � 15,000 45,000
60,000情報科学部（情報科・認知科）� 60,000 60,000 60,000 240,000
95,000情報科学部（メディア科）� 60,000 60,000 60,000 275,000
40,000体育学部� 20,000 20,000 20,000 100,000
6,000文学部� � � � 6,000
17,500経済学部� � � � 17,500

1,270,000心理学部� 1,020,000 1,050,000 1,065,000 4,405,000

1,146,000文学部� 910,000 940,000 955,000 3,951,000
1,380,000国際英語学部（国際英語）� 1,150,000 1,180,000 995,000 4,705,000
1,170,000国際英語学部（英米文化）� 940,000 970,000 985,000 4,065,000

1,140,000社会・法・商  学部� 910,000 940,000 955,000 3,945,000
1,157,500経済学部� 910,000 940,000 955,000 3,962,500
1,170,000経営学部� 910,000 940,000 970,000 3,990,000
1,405,000情報科学部（情報科・認知科）� 1,175,000 1,205,000 1,220,000 5,005,000
1,465,000情報科学部（メディア科）� 1,200,000 1,230,000 1,245,000 5,140,000
1,385,000体育学部� 1,135,000 1,165,000 1,180,000 4,865,000

215,000文・社会・法・経済�
経営・商  学部� 215,000 215,000 215,000 860,000

年次�項目�

授
業
料�

教
育
充
実
費�

実
験
実
習
費�

合
計�

オ
リ
エ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

実
習
費�

２年次� ３年次� ４年次�

695,000文（国文・英文）・社会・法�
経済・経営・商  学部� 720,000 760,000

750,000心理学部・文学部（心理）� 765,000 785,000
820,000情報科学部� 840,000 880,000
780,000体育学部� 800,000 810,000

215,000文（国文・英文）・社会・法�
経済・経営・商  学部� 215,000 215,000

910,000文（国文・英文）・社会・法�
経済・経営・商  学部� 935,000 975,000

260,000心理学部・文学部（心理）� 260,000 260,000
295,000情報科学部（情報科・認知科）� 290,000 290,000
315,000情報科学部（メディア科）� 310,000 ―�
285,000体育学部� 285,000 265,000

10,000心理学部・文学部（心理）� 10,000 10,000
　�経営学部� 　� 15,000

60,000情報科学部� 60,000 60,000
20,000体育学部� 20,000 20,000

1,175,000情報科学部（情報科・認知科）� 1,190,000 1,230,000
1,195,000情報科学部（メディア科）� 1,210,000 ―�
1,135,000体育学部� 1,155,000 1,195,000

1,020,000心理学部・文学部（心理）� 1,035,000 1,055,000
910,000経営学部� 935,000 990,000

50,000体育学部特別施設設備費� 50,000 100,000

年次�項目�

授
業
料�

教
育
充
実
費�

実
験
実
習
費�
合
計�

心
理
学
ラ
ボ
の
内
外�

�

― 

課
題
研
究
の
た
め
の�

　 

ガ
イ
ド
ブック�

�

辻
　
敬
一
郎
編
著�

受
賞
し
た
寺
尾
さ
ん
の
作
品�

寺尾荘平さん�

渡邊恵人さん�

寺
尾
さ
ん（
　
）が
西
川
賞�

就
職�

課
長�
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今
は
、
何
と
も
先
の
見
え
な
い

時
代
で
す
。
こ
の
「
時
代
」
に
流

さ
れ
て
将
来
を
見
ず
、
現
在
を
刹

那
的
に
生
き
る
若
者
が
多
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
毎

日
が
大
事
で
す
。
先
人
は
「
天
は

自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と
言
い

ま
し
た
。
し
か
し
天
は
な
か
な
か

助
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
自
分
を
見

失
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

　
我
々
の
人
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

レ
ス
ポ
ン
ス
（
挑
戦
と
応
戦
）
の

連
続
で
す
。
諸
君
が
ど
の
よ
う
な

志
を
掲
げ
て
生
き
て
い
る
か
、
そ

の
志
を
貫
く
こ
と
は
情
熱
と
誠
意

に
よ
っ
て
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
ス
が

安
定
か
、
繁
栄
か
、
荒
廃
か
の
分

か
れ
道
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り

し
た
目
標
を
持
っ
て
レ
ス
ポ
ン
ス

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
教
え
た
り
習
っ
た
り
し
な
が
ら

随
分
時
間
が
経
過
し
た
よ
う
に
思

え
て
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
い
ま
だ

に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
い
う
英
語

ひ
と
つ
さ
え
、
ま
と
も
に
日
本
語

に
出
来
ず
に
い
る
始
末
で
す
。
た

だ
の
「
哲
学
」
で
は
す
ま
な
い
哲

学
を
皆
で
大
切
に
し
て
い
け
た
ら

と
懸
命
に
考
え
て
い
ま
す
。�

　
人
生
は
無
限
で
は
な
い
。
誰
に

で
も
必
ず
人
生
の
終
り
は
訪
れ
る
。

若
く
健
康
な
時
に
こ
そ
、
自
ら
の

生
命
に
限
り
あ
る
こ
と
を
、
時
に

は
想
起
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
自

ら
の
人
生
観
を
豊
か
に
し
、
困
難

に
遭
遇
し
て
も
挫
け
る
こ
と
な
く
、

常
に
前
向
き
に
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
く
力
＝
生
き
る
力
を
鍛
え
る

事
に
つ
な
が
っ
て
い
く
筈
で
あ
る
。�

　
長
年
、
経
営
学
の
教
育
と
研
究

に
携
わ
っ
て
き
た
も
の
と
し
て
、

社
会
科
学
系
の
学
部
（
法
・
経
済
・

商
・
経
営
）
の
学
生
諸
君
に
特
に

伝
え
た
い
。
　�

　
職
業
は
人
間
の
生
活
の
一
小
部

分
に
過
ぎ
な
い
。
充
実
し
た
人
生

を
送
る
た
め
に
、
人
文
系
の
教
養

（
少
し
は
自
然
系
も
）
を
積
む
こ

と
に
も
気
を
配
っ
て
ほ
し
い
。�

　
激
動
と
混
迷
の
時
代
と
な
っ
た
。

諸
兄
は
手
さ
ぐ
り
で
闇
夜
を
進
む

人
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
教
師
・

先
輩
の
言
を
聞
く
こ
と
な
か
れ
、

マ
ス
コ
ミ
の
言
を
聞
く
こ
と
な
か

れ
、
言
葉
を
聞
か
ず
事
実
を
見
よ
。

ス
ト
イ
ッ
ク
に
生
き
る
か
、
ヘ
ド

ニ
ズ
ム
に
徹
す
る
か
、
自
己
決
定

せ
よ
。
諸
兄
の
幸
運
と
健
康
を
祈

る
。�

　
か
つ
て
、
指
導
教
授
に
「
自
己

を
開
発
す
る
に
は
肉
体
的
開
発
と

知
的
開
発
の
両
面
が
必
要
」
と
指

摘
さ
れ
た
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
没

頭
す
る
私
は
言
葉
を
心
に
刻
ん
だ
。�

　
以
後
、
“
動
”
と
“
静
”
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
文
武
両
道
に
磨

き
を
か
け
、
飛
躍
し
た
。
学
生
諸

君
は
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る

か
、
課
題
に
し
て
ほ
し
い
。�

　
三
月
末
で
九
人
の
先
生
が
定
年
（
選
択
定
年
を
含
む
）
で
教
壇
を
去
る
。

学
生
の
指
導
に
、
自
ら
の
研
究
に
、
本
学
の
発
展
に
尽
く
し
て
来
ら
れ
た

先
生
ば
か
り
だ
。
退
職
さ
れ
る
先
生
方
に
学
生
に
対
す
る
最
後
の
指
導
と

し
て
、
「
学
生
に
贈
る
言
葉
」
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
。
　
　
（
敬
称
略
）�

　
前
進
す
る
若
者
。
若
さ
は
弱
さ

を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
し
か
し
、

勝
っ
た
と
い
っ
て
も
自
分
の
弱
さ

を
克
服
し
た
者
で
な
け
れ
ば
真
の

強
者
で
は
な
い
。
勝
っ
て
も
負
け

て
も
自
分
は
自
分
、
そ
こ
か
ら
始

ま
り
が
あ
る
。
で
き
る
な
ら
、
よ

い
経
験
の
連
続
で
、
い
つ
ま
で
も

強
者
で
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

の
努
力
が
で
き
る
学
生
で
あ
れ
。�

　
体
育
学
部
の
戸
村
敏
雄
教
授
も

三
月
末
日
付
で
定
年
退
職
と
な
る
。�

　
戸
村
教
授
は
、
一
九
八
七
年
一

月
、
文
部
省
（
当
時
）
か
ら
本
学

教
授
に
就
任
。
同
年
か
ら
一
九
九

二
年
ま
で
休
職
し
て
、
日
本
体
育

協
会
事
務
局
長
、
復
職
し
た
あ
と

も
同
常
務
理
事
を
務
め
た
。�

　
本
学
で
は
、
大
学
院
で
ス
ポ
ー

ツ
政
策
論
、
体
育
学
部
三
年
の
体

育
経
営
管
理
論
、
四
年
の
体
育
行

政
論
な
ど
を
担
当
し
た
。�

�

　
本
書
は
、
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ

ル
グ
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の

依
頼
で
そ
の
報
告
を
ま
と
め
た
小

冊
子
で
あ
る
。�

　
筆
者
は
名
誉
教
授
（
元
社
会
学

部
教
授
）
。
本
書
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
筆
者
（
電
話
０
５
６
１
―

８
４
―
４
０
１
５
）
へ
。�

������

　
本
集
は
、
昨
年
刊
行
の
「
歴
史

に
聞
く
」
に
続
く
、
シ
リ
ー
ズ
第

二
冊
で
あ
る
。�

　
　
外
の
人
生
や
文
学
に
新
た
な

展
開
を
も
た
ら
し
た
、
人
や
書
物
、

異
文
化
と
の
「
出
会
い
」
の
様
相

を
、
編
者
を
含
む
六
人
の
論
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
と
関
心
に
基
い

て
追
跡
し
た
論
文
六
編
と
、
資
料

三
編
か
ら
な
る
。�

�

論
者
は
　
外
研
究
者
に
限
定
さ

れ
ず
、
狭
い
専
門
性
に
自
閉
し
な

い
開
か
れ
た
対
話
の
場
が
自
ら
形

成
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
広
や
か
さ

は
、
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
の
魅
力

で
あ
る
。
一
方
、
今
後
の
　
外
翻

訳
文
学
の
研
究
に
お
い
て
必
読
の

文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
三
編
の
資

料
が
、
本
集
の
特
色
を
な
す
。�

　
斬
新
な
論
文
集
と
し
て
の
魅
力

に
資
料
的
価
値
が
加
わ
っ
た
本
集

は
、
第
三
集
以
降
の
本
シ
リ
ー
ズ

が
さ
ら
に
大
き
な
進
展
を
見
せ
る

た
め
の
貴
重
な
里
程
標
で
も
あ
る
。�

　
酒
井
氏
は
文
学
部
助
教
授
、
原

氏
は
文
学
部
教
授
。
新
典
社
刊
。

二
八
六
㌻
。
本
体
価
格
二
、
五
〇

〇
円
。�

�����

　
第
一
部
　
『
伊
勢
物
語
』
の
前

景
―
文
学
と
歴
史
の
間
―
、
第
二

部
　
伊
勢
物
語
の
世
界
、
第
三
部

　
前
景
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』

―
森
　
外
あ
る
い
は
『
勢
語
』
変

奏
曲
―
の
三
部
か
ら
成
る
本
書
の

第
一
部
は
『
伊
勢
物
語
』
が
文
藝

史
の
中
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
必

然
性
を
仮
名
文
体
の
成
立
や
藤
原

三
守
・
在
原
業
平
と
い
っ
た
歴
史

上
の
人
物
の
動
向
の
中
に
探
っ
た

も
の
。�

　
第
二
部
は
『
勢
語
』
の
〈
読
み
〉

を
第
一
部
の
成
果
を
前
提
に
歌
物

語
の
方
法
を
も
踏
ま
え
展
開
し
、�

（
７
面
７
段
目
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く
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本
学
の
現
況
や
学
生
の
学
業
、

就
職
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
全
国

を
回
っ
て
父
母
に
説
明
し
、
懇
談

す
る
二
〇
〇
二
年
度
地
区
別
父
母

懇
談
会
の
開
催
日
程
が
、
下
表
の

通
り
決
ま
っ
た
。�

　
懇
談
会
は
、
六
月
一
日
か
ら
八

月
四
日
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
中

心
に
二
十
七
都
市
、
三
十
会
場
で

開
催
す
る
。�

　
会
場
で
は
、
ま
ず
本
学
の
現
況

や
将
来
計
画
、
学
生
生
活
、
就
職

状
況
や
就
職
支
援
活
動
計
画
、
成

績
表
の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
、
父

母
に
説
明
が
あ
る
。
こ
の
あ
と
、

学
業
、
学
生
生
活
、
就
職
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
教
職
員

が
詰
め
て
、
父
母
か
ら
の
質
問
、

要
望
な
ど
を
受
け
る
。
質
問
、
要

望
に
よ
っ
て
は
、
大
学
に
持
ち
か

え
っ
て
調
査
、
回
答
す
る
。�

　
名
古
屋
市
内
で
開
催
す
る
四
会

場
は
「
文
学
部
、
心
理
学
部
、
国

際
英
語
学
部
」
な
ど
、
学
部
別
に

開
催
、
当
該
学
部
の
教
員
が
出
て
、

説
明
、
質
問
を
受
け
る
。�

　
懇
談
会
の
案
内
状
は
、
五
月
中

旬
に
成
績
表
（
一
年
生
を
除
く
）

と
と
も
に
父
母
会
事
務
局(

校
友

会
本
部)

か
ら
各
家
庭
に
郵
送
さ

れ
る
。�

　
ま
た
、
支
部
別
同
窓
会
懇
親
会

は
、
父
母
懇
談
会
の
日
程
に
合
わ

せ
て
下
表
の
通
り
、
二
会
場
で
開

催
す
る
。
父
母
懇
談
会
に
出
席
す

る
教
職
員
が
同
窓
生
と
懇
親
す
る
。�
　
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の
た
め
の
研
修

会
が
一
月
二
十
五
日
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。�

キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
（
吉

川
仁
委
員
長
＝
教
養
部
教
授
）
の

主
催
で
、
セ
ク
ハ
ラ
相
談
員
ら
教

職
員
五
十
三
人
が
出
席
し
た
。
（
写

真
）�

　
講
師
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ク

ハ
ラ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
局
の
北
沖
千
里
さ
ん

で
、
「
こ
ん
な
言
動
が
セ
ク
ハ
ラ

に
な
る
…
誤
解
、
か
ら
か
い
、
い

じ
め
、
権
威
主
義
と
の
関
係
」
と

題
し
て
講
演
、
質
問
に
答
え
た
。�

　
北
沖
さ
ん
は
、
セ
ク
ハ
ラ
は
単

な
る
行
為
と
か
単
発
の
言
葉
で
は

な
く
、
根
が
深
い
問
題
で
、
被
害

者
の
救
済
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

必
要
に
な
る
、
な
ど
と
具
体
的
な

ケ
ー
ス
に
基
づ
い
て
話
し
た
。
ま

た
、
相
談
員
の
職
務
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。�

　
本
学
は
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
「
セ

ク
ハ
ラ
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
関
連
規
則
を
制
定
、
施
行
。
セ

ク
ハ
ラ
の
な
い
、
快
適
な
学
習
、

研
究
環
境
の
維
持
を
め
ざ
し
て
い

る
。�

2002年度　支部別同窓会日程�

Ｃ・スクエア�
2002年度に�
開催の企画展�

　勝又豊子氏は鉄の造形や写真・映像、倉重光則氏はネオ
ン管・蛍光管による人工光、シルヴィア・シュライバー氏
は和紙で造形された人像によるモビールと映像、ハーマン・
マイヤー・ノイシュタット氏は半透明アクリル板による壁
の作品をギャラリーやキャンパス内に設置します。�

日独現代美術４人展／インスタレーション（仮設展示）�

第49回�４月８日（月）～５月１１日（土）�

　石内氏は古い建物の壁や人体の皮膚、傷跡、爪など、物
や人の表層にその歴史（時間の集積）を認めるという写真
表現をしてきました。本展は一昨年亡くなったご母堂の、
生前撮った皮膚の作品と、疑似皮膚ともいうべき肌着や化
粧品といった遺物を撮った作品による展観です。�

石内都展　mother's／写真�
第50回�５月２０日（月）～６月１５日（土）�

　太陽光をプリズムなどで分光すると虹が生まれます。吉
田氏は人工的に虹を作り出し、それを仮設展示したり、写
真や映像でプレゼンテーションします。今回は中京大学の
キャンパスを素材に虹を使った作品にします。�

吉田重信展／虹のインスタレーションほか�

第51回�６月２４日（月）～７月２７日（土）�

　赤瀬川原平氏、秋山祐徳太子氏、高梨豊氏の３人による
ライカ同盟は昨年から東京を撮り続けています。今回はそ
の写真に風景画も加えた展観です。結成10周年にふさわし
いゲストを招いてのトークも開催します。�

ライカ同盟展 東京涸井戸鏡（カレイドスコープ）／写真�

第52回�９月１７日（火）～１０月１２日（土）�

　熊井氏はステンレスファイバー（繊維）を素材とする美
術作品を手がける作家で、作品の大小を問わず、繊細な空
間造形に特徴があります。今回はＣ・スクエア２会場を使
ったインスタレーションを予定しています。�

熊井恭子展／ファイバー・アート�

第53回�１０月２１日（月）～１１月１６日（土）�

　イリヤ・カバコフという現代美術作家はある架空の画家
を創作し、その生涯と作品スタイルの移り変わりを作品に
しました。今回会田氏は、人生の終焉に近い老人たちによ
る展覧会を一人で演じて見せる予定です。�

会田誠展／絵画�

第54回�１１月２５日（月）～１２月２１日（土）�

2002年度　父母懇談会の日程�

ホテルサンガーデン千葉�関 東 Ⅱ �千 葉 �６月 ２日（日）�

チサンホテル宇都宮�関 東 Ⅰ �宇 都 宮 �６月 １日（土）�

古名屋ホテル�甲 信 越 �甲 府 �６月 ８日（土）�

京王プラザホテル�関 東 Ⅲ �東 京 �６月 ９日（日）�

オークラアクトシティホテル浜松�静 岡 Ⅰ �浜 松 �８月 ３日（土）�

福井ワシントンホテル�北 陸 �福 井 �７月 ７日（日）�

ホテルアソシア豊橋�東 三 河 �豊 橋 �７月１４日（日）�

ホテルセンチュリー静岡�静 岡 Ⅱ �静 岡 �８月 ４日（日）�

ホテルグランコート名古屋�名古屋Ⅰ�
（社・情・体）�名 古 屋 �６月１６日（日）�

名古屋観光ホテル�名古屋Ⅱ�
（経営・商）� 名 古 屋 �７月 ７日（日）�

名古屋観光ホテル�名古屋Ⅲ�
（法・経済）� 名 古 屋 �７月１４日（日）�

ホテルキャッスルプラザ�名古屋Ⅳ�
（文・心・国英）� 名 古 屋 �７月２０日（土）�

名鉄トヨタホテル�西 三 河 �豊 田 �７月２０日（土）�

ホテルメトロポリタン仙台�東 北 Ⅱ �仙 台 �６月１６日（日）�

地　区� 開催地� 開催日� 会　　　場�

青森グランドホテル�東 北 Ⅰ �青 森 �６月１５日（土）�

高山グリーンホテル�岐 阜 Ⅰ �高 山 �６月３０日（日）�

岐阜グランドホテル�岐 阜 Ⅱ �岐 阜 �７月２８日（日）�

伊勢シティホテルアネックス�三 重 Ⅰ �伊 　 勢 �７月 ６日（土）�

ホテルグリーンパーク津�三 重 Ⅱ � 津� ７月 ７日（日）�

和歌山ターミナルホテル�近 畿 Ⅰ �和 歌 山 �６月１５日（土）�

ホテルグランヴィア大阪�近 畿 Ⅱ �大 阪 �６月１６日（日）�

ホテルニューオオタニ鳥取�中 国 Ⅲ �鳥取・益田�７月２１日（日）�

パークホテルハクセイ�中 国 Ⅱ �島 根 �６月２３日（日）�

山口グランドホテル�中 国 Ⅰ �山口・小郡�６月２２日（土）�

旭ロイヤルホテル�四 国 Ⅰ �高 知 �６月１６日（日）�

ホテルＪＡＬシティ松山�四 国 Ⅱ �松 山 �７月１４日（日）�

大分東洋ホテル�九 州 Ⅰ �大 分 �７月１４日（日）�

鹿児島東急イン�九 州 Ⅱ �鹿 児 島 �８月 ３日（土）�

長崎プリンスホテル�九 州 Ⅲ �長 崎 �８月 ４日（日）�

沖縄バーバービューホテル�沖 縄 �那 覇 �７月１３日（土）�

京王プラザホテル�東 京 都 �東 京 �６月 ８日（土）�

ホテルニューオオタニ鳥取�鳥 取 県 �鳥 取 �７月２０日（土）�

支　部� 開催地� 開  催  日� 会　　　場�

ぜひご参加を�！�

父母懇談会�父母懇談会�
今年は全国３０会場�

セ
ク
ハ
ラ
を
防
ご
う�

研
修
会
に
教
職
員
53
人�



　
二
〇
〇
二
年
度
の
交
換
留
学
生

が
内
定
し
た
。
派
遣
が
十
一
人
、

受
け
入
れ
が
十
五
人
で
、
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
か
っ
た
二
〇
〇
〇
年

度
の
そ
れ
ぞ
れ
九
人
、
十
人
を
と

も
に
上
回
っ
て
過
去
最
多
。
交
換

先
の
大
学
も
年
を
追
っ
て
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。�

　
派
遣
学
生
十
一
人
の
う
ち
九
人

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
国
際
留
学
生
交

換
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
加
盟
校
に
留
学
。

う
ち
二
人
は
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
大
学
に
留
学
す
る
。
学
生
そ
れ

ぞ
れ
の
派
遣
先
大
学
は
四
月
ま
で

に
決
定
、
夏
か
ら
来
年
五
月
ま
で

留
学
す
る
。�

　
受
け
入
れ
も
十
五
人
の
う
ち
の

十
四
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
校
か
ら

の
学
生
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
イ

オ
ア
や
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
州
立
な
ど
五
大
学
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
も
ヘ
ル
シ
ン
キ
、

ト
ゥ
ル
ク
両
大
学
か
ら
初
め
て
学

生
を
受
け
入
れ
る
。�

　
本
学
が
受
け
入
れ
る
学
生
は
全

員
、
四
月
に
来
学
、
今
年
末
（
韓

国
・
東
亜
大
学
校
の
学
生
は
来
年

二
月
）
ま
で
学
ぶ
。�

　
法
学
部
・
石
堂
功
卓
教
授
ゼ
ミ

の
四
年
生
十
八
人
が
一
月
二
十
六

日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
卒
業

旅
行
を
し
た
。�

　
社
会
へ
出
る
前
に
少
し
で
も
視

野
を
広
げ
よ
う
と
の
目
的
で
、
同

ゼ
ミ
恒
例
の
催
し
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
本
学
と
交
流
協
定
を
結

ん
で
い
る
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
を
訪

問
。
模
擬
法
廷
で
法
学
部
学
生
ら

に
よ
る
模
擬
裁
判
を
見
学
し
た
あ

と
、
意
見
交
換
し
て
交
流
を
深
め

た
。
（
写
真
）�

ＩＳＥＰ（欧）�
水谷　弥生�
（心理3）�

ＩＳＥＰ（米ブリッジプログラム）�
小松　可奈�
（心理3）�

ＩＳＥＰ（米）�
金子　拓也�
（経済3）�

ＩＳＥＰ（米）�
渡邊　友世�
（英文3）�

グリフィス大学（豪）�
鈴山　絢子�
（英文3）�

カリフォルニア州立大学チコ校（米）�
早瀬　健太郎�
（社会3）�

ＩＳＥＰ（欧）�
日紫喜　時代�
（英文3）�

ＩＳＥＰ（米）�
中本　まり子�
（英文2）�

ニューメキシコ州立大学（米）�
ジェリー・ウォレス�
（日本語・日本事情）�

カンザス州立大学（米）�
ヴィクトリア・マーティンソン�
（日本語・日本文学）�

カンザス州立大学（米）�
クリストファー・マイヤー�
（日本語・日本文化）�

ケンタッキー大学（米）�
ジャスティン・ヘイズ�
（日本語・情報科学）�

アイオワ大学（米）�
タイラー・ミッチェル�
（日本語・国際経営学）�

アイオワ大学（米）�
マーヴィン・ホフマン�
（日本語・日本文学）�

ジョージア州立大学（米）�
アリドリア・ハート�
（日本語・日本文化）�

ウィリアムパターソン大学（米）�
リア・メイトランド�
（日本語・日本文化）�

インディアナ州立大学（米）�
ロビン・バンクス�
（日本語・日本文化）�

東亜大学校（韓国）�
朴　仁慧�

（日本語・日本近代文学）�

トゥルク大学（フィンランド）�
カリー・サロニエミ�
（日本語・情報科学）�

ヘルシンキ大学（フィンランド）�
ヘイディ・ハヴァンシ�
（日本語・日本文学）�

ニューメキシコ州立大学（米）�
ブランドン・ミラー�
（日本語・国際経営学）�

メンフィス大学（米）�
レイチェル・シュルツ�
（日本語・日本文学）�

ヘルシンキ大学（フィンランド）�
サンポ・パサネン�
（日本語・情報科学）�

ＩＳＥＰ（米）�
竹内　咲子�
（英文2）�

ＩＳＥＰ（米）�
野々山　敬子�
（英文2）�

ＩＳＥＰ（米）�
長澤　和子�
（英文2）�

派遣の�
11人�
留学先�

所属学部学科�

敬称略�

受け入れの�
15人�
所属校�
専攻希望�

敬称略�

2002年度�
交換留学�

欧米・豪州・アジアの大学と�

派
遣
、受
け
入
れ
過
去
最
多�

石堂ゼミ 18人が卒業旅行�
豪州とシンガポール�

父母懇談会�

初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
2
人�



　
就
職
部
に
報
告
が
あ
っ
た
公
務
員
試
験
合
格
者
（
卒
業
生
を
除
く
）
は
、
二
月
末
現
在
、
国
家
、

地
方
合
わ
せ
て
六
十
八
人
だ
っ
た
。�

　
内
訳
は
国
家
Ⅱ
種
、
Ⅲ
種
な
ど
十
一
人
、
地
方
公
務
員
は
五
十
七
人
。
そ
の
内
訳
は
、
県
職
員
一

人
（
行
政
）
、
二
十
九
人
（
警
察
）
、
市
職
員
七
人
、
町
村
職
員
十
三
人
、
消
防
職
員
七
人
。�

　
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
は
六
人
だ
っ
た
。�

　
深
刻
化
す
る
デ
フ
レ
不
況
下
で

行
わ
れ
た
二
〇
〇
一
年
度
の
就
職

戦
線
。
リ
ス
ト
ラ
に
踏
み
切
る
企

業
も
増
え
、
学
卒
者
に
対
す
る
採

用
意
欲
に
も
陰
り
が
み
ら
れ
、
本

学
へ
の
求
人
件
数
も
前
の
年
を
下

回
っ
た
。
企
業
側
の
厳
選
姿
勢
も

一
層
強
ま
り
、
就
職
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
た
。�

　
本
学
へ
の
求
人
件
数
は
二
月
末

で
三
、
三
〇
〇
件
、
前
年
同
期
比

で
八
十
件
ほ
ど
減
少
し
た
。
七
月

ま
で
は
前
年
を
上
回
る
出
足
だ
っ

た
が
、
九
月
の
米
国
同
時
多
発
テ

ロ
、
狂
牛
病
問
題
の
発
生
以
後
、

ぱ
っ
た
り
途
絶
え
た
。
年
が
明
け

て
も
回
復
の
兆
し
は
み
ら
れ
ず
、

減
少
し
た
ま
ま
推
移
、
最
終
的
に

も
前
年
を
下
回
る
見
通
し
だ
。�

　
こ
の
た
め
、
夏
ま
で
に
「
内
定
」

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
は
苦
戦

を
強
い
ら
れ
、
事
件
が
就
職
活
動

に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。�

就
職
部
は
四
月
初
め
に
就
職
状
況

を
ま
と
め
る
が
、
最
終
就
職
率
は

前
年
（
九
二
％
）
を
下
回
る
心
配

が
出
て
い
る
。�

　
東
海
地
方
は
、
こ
れ
ま
で
採
用

意
欲
の
高
い
企
業
が
多
く
、
関
東
、

関
西
に
比
べ
、
本
学
は
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
っ
た
が
、
長
期
不
況
で

陰
り
が
出
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は

今
年
も
続
き
そ
う
。�

　
企
業
側
が
学
生
を
選
ぶ
姿
勢
も

一
層
厳
し
く
な
っ
た
。
企
業
は
、

自
ら
が
つ
く
っ
た
「
基
準
」
以
下

だ
と
、
予
定
数
に
達
し
な
く
て
も�

採
用
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、�

学
生
の
資
質
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。�

　
企
業
の
求
め
る
人
材
は
、
ほ
ぼ

共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
目
的

を
持
っ
た
学
生
時
代
を
過
ご
し
、

そ
れ
を
ク
リ
ア
ー
し
自
分
の
意
見

を
は
っ
き
り
言
え
る
人
。�

��

　
就
職
部
は
単
に
「
就
職
」
と
い

う
次
元
で
は
な
く
、
自
分
の

将
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
が

ら
考
え
て
い
く
と
い
う
低
学

年
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
た
と
判
断
、
支
援
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
。�

　
中
京
大
学
・
人
工
知
能
高
等
研

究
所
と
名
古
屋
市
科
学
館
の
共
催

に
よ
る
恒
例
の
公
開
講
座
・
ソ
フ

ト
サ
イ
エ
ン
ス
シ
リ
ー
ズ
の

第
十
九
回
が
三
月
二
日
、
同

科
学
館
で
開
か
れ
た
。
愛
知

県
犬
山
市
・
京
都
大
学
霊
長

類
研
究
所
の

チ
ン
パ
ン
ジ

ー
「
ア
イ
」

が
、
こ
の
日

の
主
役
。
会

場
を
埋
め
た

満
員
の
受
講
生
が
、
育
て
の

親
、
松
沢
哲
郎
教
授
の
話
に

聞
き
入
っ
た
。�

×
　
　
×
　
　
×�

　
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
「
ア
イ
」
の
名

前
は
誰
で
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ

と
が
お
あ
り
だ
ろ
う
。
彼
女
を�

〝
研
究
協
力
者
〞
と
呼
ぶ
松
沢
哲

郎
教
授
は
、
霊
長
類
研
究
の
世
界

的
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
。�

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
そ
の「
ア
イ
」

に
息
子
「
ア
ユ
ム
」
が
誕
生
し
、

松
沢
氏
は
現
在
、
「
ア
イ
」
の
学

ん
だ
知
識
が
「
ア
ユ
ム
」
に
ど
う

受
け
継
が
れ
る
か
を
精
力
的
に
研

究
さ
れ
て
い
る
。
講
演
で
は
、
研

究
内
容
は
も
と
よ
り
、
「
ア
イ
」

や
「
ア
ユ
ム
」
に
注
ぐ
氏
の
愛
情

や
情
熱
が
う
か
が
わ
れ
、
会
場
を

満
員
に
埋
め
た
受
講
生
の
多
く
が

感
銘
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。�

　
講
演
は
、
松
沢
氏
に
影
響
を
与

え
た
心
理
学
部
・
辻
敬
一
郎
教
授

の
紹
介
に
続
い
て
行
わ
れ
た
。
そ

の
内
容
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ヒ

ト
の
共
通
点
を
平
易
に
解
説
し
て
、

ヒ
ト
の
進
化
の
〝
隣
人
〞
と
し
て

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
見
直
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。
サ
ル
に
あ
る
尻
尾
が

ヒ
ト
に
も
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
も
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、
大
学
院
生
に
も
難
し

い
数
列
記
憶
課
題
を
「
ア
イ
」
が

易
々
と
や
っ
て
の
け
る
実
験
や
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
相
手
で
は
挑
発
に
し

か
な
ら
な
い
〈
見
つ
め
合
う
、
微

笑
む
〉
関
係
が
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

母
子
関
係
の
基
本
に
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
三

千
万
年
前
に
進
化
の
た
も
と
を
わ

か
っ
た
サ
ル
よ
り
も
、
五
百
万
年

前
に
別
れ
た
ヒ
ト
に
近
い
こ
と
を

力
説
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、

人
は
「
ア
イ
は
天
才
だ
か
ら
」
と

特
別
視
し
て
し
ま
う
。
松
沢
氏
は
、

そ
の
こ
と
自
体
が
人
の
素
朴
な
信

念
、
ヒ
ト
と
他
の
種
は
違
う
の
だ
、

ヒ
ト
だ
け
が
特
別
な
の
だ
と
思
い

た
い
「
自
種
中
心
主
義
」
の
現
れ

だ
と
戒
め
ら
れ
た
。�

　
松
沢
氏
は
、
こ
の
他
、
「
ア
ユ

ム
」
が
ご
く
自
然
な
関
わ
り
合
い

の
中
で
「
ア
イ
」
の
知
識
を
自
分

の
も
の
に
し
て
い
く
過

程
の
解
明
や
、
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
文
化
そ
の
も

の
の
研
究
な
ど
、
最
先

端
の
話
題
に
も
触
れ
ら

れ
た
。�

　
分
か
り
易
く
、
誰
も

が
楽
し
み
な
が
ら
科
学

の
奥
深
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

た
講
演
は
、
春
を
迎
え
る
公
開
講

座
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た
と

思
わ
れ
た
。�

（
情
報
科
学
部
助
手
　
白
水
　
始
）�

４
年
生
力
い
っ
ぱ
い
に
前
進�

テ
ロ
、狂
牛
病
の
冷
え
込
み�

　
苦
戦
に
め
げ
ず
活
路
開
く�

公
務
員
に
68
人
が
合
格�

教
員
試
験
は
6
人
パ
ス�

企
業
側
の
姿
勢
も
厳
し
く�

低
学
年
支
援
強
化
へ�

満
員
の
受
講
生
が
感
銘
を
受
け
た
松
沢
教
授

の
講
演
＝
３
月
２
日
・
名
古
屋
市
科
学
館�

2001年度�
就職戦線�

霊長類研究の第一人者招き�

京都大学霊長類研究所 思考言語分野教授�

松沢 哲郎氏�

「おかあさんになったアイ」�
～進化の隣人�

チンパンジーの子育て～�

ソフトサイエンスシリーズ◯�19

微
笑
や
知
識
獲
得
過
程�

サ
ル
よ
り
ヒ
ト
に
近
い�



　
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
た
三

年
生
（
四
月
か
ら
四
年
生
）
た
ち

を
励
ま
し
、
本
腰
を
入
れ
て
就
職

戦
線
に
乗
り
出
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
就
職
部
主
催
の
「
就
職
激
励

会
」
が
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は

一
月
二
十
二
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
は
同
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
。�

　
不
況
の
影
響
な
ど
で
厳
し
さ
を

増
す
一
方
の
雇
用
環
境
に
負
け
ず
、

し
っ
か
り
し
た
就
職
先
を
確
保
し

て
ほ
し
い
と
、
「
２
０
０
２
ザ
・

チ
ア
ア
ッ
プ
（
元
気
づ
け
）
」
と

名
づ
け
て
初
め
て
実
施
。
両
キ
ャ

ン
パ
ス
と
も
広
い
教
室
い
っ
ぱ
い

に
三
年
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
「
頑

張
る
ぞ
！
」
と
気
勢
を
上
げ
た
。�

　
小
川
英
次
学
長
も
出
席
し
て
、

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
自
分
を
信
じ

て
頑
張
れ
ば
、
必
ず
道
は
開
か
れ

ま
す
」
と
熱
っ
ぽ
く
激
励
。
鈴
木

清
美
就
職
部
長
が
「
希
望
に
満
ち

た
未
来
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
た
後
、
三
年
生
代
表
の

二
人
が
、
「
中
京
大
学
で
培
っ
た

力
で
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き

ま
す
」
、
「
自
分
を
確
立
す
る
プ

ロ
セ
ス
と
信
じ
て
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
表
明
し
た
。�

　
先
輩
の
同
窓
生
た
ち
に
よ
る
後

輩
激
励
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

も
あ
り
、
出
陣
式
に
ふ
さ
わ
し
い

激
励
会
と
な
っ
た
。�

　
人
生
百
年
、
い
や
百
二
十
年
と

も
い
わ
れ
る
時
代
と
な
り
、
み
な

さ
ん
に
は
少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら

八
十
年
の
人
生
が
あ
り
ま
す
。�

　
就
職
は
恋
人
選
び
に
似
て
い
ま

す
。
人
生
を
分
か
ち
合
い
、
一
緒

に
喜
び
、
悲
し
む
こ
と
が
で
き
る

相
手
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

相
手
も
ま
た
、
み
な
さ
ん
に

期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
私
は
四
十
年
近
く
、
経
済
学
や

経
営
学
を
勉
強
し
て
き
て
、
多
く

の
経
営
者
の
方
た
ち
と
お
話
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
が
、
就

職
し
よ
う
と
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
求
め
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
次

の
五
つ
で
す
。
①
人
生
を
明
る
く

生
き
て
い
る
、
ネ
ア
カ
で
、
②
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
、
か
つ
タ
フ
で
、

③
打
て
ば
響
く
感
性
を
持
ち
、
④

正
直
で
、
⑤
社
会
人
と
し
て
の
礼

儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
、
そ
う
い

う
若
者
で
す
。�

　
就
職
に
際
し
て
は
、
自
分
の
方

が
就
職
先
を
選
ぶ
ん
だ
、
と
い
っ

た
気
概
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
自

分
で
会
社
を
つ
く
る
、
あ
る
い
は

大
学
院
に
入
る
、
公
認
会
計
士
や

税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
、

と
い
っ
た
選
択
肢
も
あ
る
で
し
ょ

う
。�

　
二
十
代
は
ど
ん
な
に
挑
戦
し
て

も
し
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
挫
折
し
て
も
、
何
度
で

も
や
り
直
し
が
き
き
ま
す
。
と
り

返
し
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
私
は
、
大
学
は
工
学
部
に
入
り

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
と
同
じ
年

齢
の
と
き
、
就
職
の
た
め
の
会
社

訪
問
の
途
中
、
盲
腸
が
破
裂
す
る

と
い
う
不
運
に
遭
っ
て
入
院
し
、

就
職
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
随
分

落
胆
し
ま
し
た
が
、
一
念
発
起
し

て
卒
業
後
、
経
済
学
部
に
入
り
直

し
、
恩
師
に
も
励
ま
さ
れ
て
、
経

済
・
経
営
学
の
教
育
と
研
究
を
続

け
て
き
ま
し
た
。�

　
み
な
さ
ん
は
一
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
、
友
達
や

先
輩
、
就
職
部
の
職
員
、

ご
両
親
、
先
生
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
周
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

人
た
ち
が
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
方
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
な
が
ら
、
最
後
は
自
分
で

判
断
し
、
主
体
的
に
、
就
職
活
動

を
行
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
明

日
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。�

﹇
建
設
・
不
動
産
﹈住
友
不
動
産
、

積
水
ハ
ウ
ス
、
積
和
不
動
産
中
部
、

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
旭
化
成
ホ
ー

ム
ズ
、
一
条
工
務
店
、
ク
ボ
タ
ハ

ウ
ス
、
三
交
不
動
産
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
ハ
ウ
ス
、
近
鉄
不
動
産
販
売�

﹇
製
造
業
﹈愛
三
工
業
、
伊
藤
ハ
ム
、

イ
ナ
ッ
ク
ス
、
サ
ン
ク
ス
、
デ
ン

ソ
ー
、
ト
ス
テ
ム
、
豊
田
合
成
、

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
、
藤
沢
薬
品
工
業
、

マ
ス
プ
ロ
電
工
、
三
菱
化
学
、
名

機
製
作
所
、
明
治
乳
業
、
名
糖
産

業
、
リ
ン
ナ
イ
、
ア
テ
ナ
工
業
、

か
ね
貞
、
カ
ネ
美
食
品
、
ク
イ
ッ

ク
ス
、
三
五
、
ノ
ー
ベ
ル
製
菓
、

浜
乙
女
、
フ
ジ
パ
ン
、
ホ
ー
ユ
ー
、

三
菱
商
事
テ
ク
ノ
ス
、
名
城
食
品
、

ユ
ー
ハ
イ
ム�

﹇
運
輸
・
旅
行
﹈伊
勢
湾
海
運
、
エ

ス
ラ
イ
ン
ギ
フ
、
上
組
、
キ
ム
ラ

ユ
ニ
テ
ィ
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
、
西
濃
運
輸
、
東
急
観
光
、
ト

ナ
ミ
運
輸
、
日
本
通
運
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
、
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス
、
愛
知
海
運
、
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ビ

ー
、
ト
ヨ
タ
輸
送
、
日
本
旅
行�

﹇
商
社
﹈オ
ー
ビ
ッ
ク
、
オ
リ
バ
ー
、

オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
、
三
陽
商
会
、

杉
本
商
事
、
ダ
イ
ワ
ラ
ク
ダ
工
業
、

ダ
ー
バ
ン
、
ジ
ー
エ
フ
シ
ー
、
ド

ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
、
愛
知
コ
ク
ヨ
、

愛
知
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
愛
知
リ
コ
ー
、

イ
ギ
ン
、
石
福
金
属
興
業
、
五
十

鈴
、
花
王
販
売
、
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル

ソ
ン
、
中
央
工
機
、
中
部
食
糧
、

中
部
日
立
家
電
、
中
部
松
下
シ
ス

テ
ム
、
日
通
商
事
、
モ
リ
リ
ン
、

八
神
製
作
所
、
八
木
兵
、
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
ジ
ャ
パ
ン�

﹇
流
通
﹈愛
眼
、
青
山
商
事
、
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

カ
ー
マ
、
ギ
ガ
ス
カ
ン
サ
イ
、
コ

ジ
マ
、
サ
ー
ク
ル
ケ
イ
・
ジ
ャ
パ

ン
、
ス
ギ
薬
局
、
ハ
ッ
ク
キ
ミ
サ

ワ
、
バ
ロ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
平
和
堂
、
ヤ
マ
ナ
カ
、
ユ
ー

ス
ト
ア
、
ア
オ
キ
ス
ー
パ
ー
、
藤

久
、
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ダ
電

機
、
三
洋
堂
書
店
、
中
部
薬
品
、

ト
ヨ
タ
生
活
協
同
組
合
、
日
本
ト

イ
ザ
ら
ス
、
フ
ィ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
フ
ラ
ン
ド
ル�

﹇
金
融
﹈ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
、
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
十
六
銀

行
、
第
三
銀
行
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

徳
島
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
び
わ

こ
銀
行
、
岡
三
証
券
、
東
海
東
京

証
券
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
證
券
、

野
村
證
券
、
日
本
信
販
、
愛
北
信

用
金
庫
、
岡
崎
信
用
金
庫
、
尾
西

信
用
金
庫
、
瀬
戸
信
用
金
庫
、
東

濃
信
用
金
庫
、
豊
田
信
用
金
庫
、

岐
阜
商
工
信
用
組
合
、
豊
橋
信
用

金
庫
、
浜
松
信
用
金
庫
、
碧
海
信

用
金
庫
、
第
一
生
命
、
日
本
生
命
、

明
治
生
命
、
安
田
生
命
、
全
国
共

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
愛
知
県

本
部
、
と
ぴ
あ
浜
松
農
協�

﹇
教
育
・
出
版
﹈東
京
リ
ー
ガ
ル
マ

イ
ン
ド
、
新
日
本
法
規
出
版�

﹇
情
報
﹈日
本
シ
ス
テ
ム
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
、
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム

ズ
、
メ
イ
テ
ッ
ク
、
ア
ル
ゴ
21
、

沖
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
菱
友
計
算
、

テ
ス
ク
、
富
士
通
ア
ド
バ
ン
ス
ト

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
デ
ン
ソ
ー

テ
ク
ノ
、
日
本
テ
ク
シ
ー
ド
、
三

重
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー�

﹇
サ
ー
ビ
ス
﹈総
合
警
備
保
障
、
ト

ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
愛
知
、
名
古

屋
東
急
ホ
テ
ル
、
名
古
屋
ヒ
ル
ト

ン
、
ヘ
ラ
ル
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル�

﹇
医
療
・
福
祉
﹈社
会
保
険
中
京
病

院
、
社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会
、

松
阪
厚
生
病
院
、
南
豊
田
病
院
、

愛
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会�

�

初の就職激励会�

失
敗
恐
れ
ず
に
挑
戦
を�

3年生頑張れ！�

各業種幅広く�
躍り出ました�
今年度の内定企業�

熱
っ
ぽ
く
話
す
小
川
学
長�

「
就
職
、が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と

気
勢
を
あ
げ
る
３
年
生�

＝
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で�

小
川
学
長
が
奮
起
呼
び
か
け�

名
古
屋
で�

豊
田
で�

┐
ザ
・
チ
ア
ア
ッ
プ
└�



　
体
育
会
は
十
二
月
十
五
日
、
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１
教
室
で
二

〇
〇
一
年
度
功
労
者
表
彰
式
を
行

い
、
全
国
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
三
団
体
、
個
人
三
十

選
手
を
表
彰
し
た
。�

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
み
な
さ

ん
。
（
敬
称
略
）�

��

▽
自
転
車
競
技
部
＝
浦
門
義
人
（
経

営
３
）
富
永
真
司
（
体
３
）
鈴
木

昭
博
（
体
２
）
▽
水
泳
部
＝
中
西

一
生
、
井
上
喜
智
、
羽
戸
俊
介
、

貝
塚
佳
巳
（
体
４
）
竹
内
晴
紀
（
経

済
２
）
橋
爪
忠
久
、
山
口
嘉
久
、

丸
山
亮
子
（
体
１
）
▽
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
＝
藤
原
直
幸
（
体
４
）
▽

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
＝
川
島
恵

（
体
１
）
▽
陸
上
競
技
部
＝
土
井

宏
昭
、
鈴
木
健
太
郎
、
疋
田
晃
久
、

綾
真
澄
、
佐
々
木
麗
奈
（
体
４
）

柿
崎
繁
信
（
体
３
）
真
島
史
帆
（
体

２
）
田
村
雄
志
（
体
１
）
▽
ス
ケ

ー
ト
部
＝
斉
藤
康
志
（
体
４
）
荻

野
猛
司
（
経
済
２
）
川
西
亜
希
子

（
体
２
）
大
村
哲
洋
、
池
智
徳
、

三
ツ
橋
晧
平
、
飯
塚
容
子
（
体
１
）

▽
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
＝

武
田
雄
大
（
体
３
）
▽
ス
キ
ー
競

技
部
＝
古
畑
奈
美
（
体
３
）�

��

▽
新
体
操
部
＝
猿
井
義
彰
（
体
４
）

小
渡
敏
貴
（
経
済
３
）
羽
賀
正
晃

（
体
３
）
鍋
島
一
矢
（
体
２
）
三

角
大
介
（
経
済
２
）
三
浦
義
之
、

安
原
季
宏
（
体
１
）�

▽
サ
ッ
カ
ー
部
＝
楠
目
道
生
、
樽

本
武
司
、
青
木
孝
浩
、
中
村
楽
、

高
阪
真
吾
、
末
岡
龍
二
、
小
寺
治

（
体
４
）
石
館
明
、
西
政
治
、
楽

山
孝
志
、
三
宅
隆
典
、
池
承
臣
、

城
山
大
輔
（
体
３
）
小
川
孝
行
、

冨
永
健
太
、
鈴
村
真
平
、
山
本
裕

哉
（
体
２
）
加
納
靖
典
（
体
１
）�

▽
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
＝
吉
田
博
紀
、

大
河
原
義
貴
、
渡
辺
正
樹
、
上
岡

雄
地
、
奥
本
翼
、
森
真
介
、
濱
口

雄
飛
（
体
４
）
天
野
和
義
、
内
田

善
朗
、
山
本
賢
太
郎
、
小
松
勉
（
体

３
）
木
下
国
大
、
名
倉
健
太
郎
、

赤
木
主
、
阿
部
由
路
、
高
橋
亮
介

（
体
２
）
鈴
木
健
志
（
社
１
）
西

川
哲
矢
、
後
藤
将
成
、
小
池
康
祐

（
体
１
）�

��

　
五
輪
、
世
界
選
手
権
の
投
て
き

種
目
で
日
本
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト
に

な
っ
た
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室
伏
宏

治
選
手
（
大
学
院
体
育
学
研
究
科

博
士
課
程
）
は
、
報
道
機
関
が
制

定
し
た
賞
を
相
次
い
で
受
け
た
。�

　
昨
年
十
二
月
二
十
日
、
「
第
51

回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
」(

読
売
新

聞
制
定)

の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
、

同
十
二
日
、
中
部
地
方
の
新
聞
、

テ
レ
ビ
各
社
が
加
盟
す
る
運
動
記

者
ク
ラ
ブ
か
ら
「
二
〇
〇
一
年
度

中
部
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
け
た
。�

　
一
月
二
十
二
日
に
は
、
「
毎
日

ス
ポ
ー
ツ
人
賞
」
（
毎
日
新
聞
主

催
）
、
一
月
二
十
四
日
に
は
「
第

16
回
中
日
体
育
賞
」
（
中
日
新
聞

制
定
）
を
受
賞
し
た
。�

　
室
伏
選
手
は
、
昨
年
八
月
五
日
、

カ
ナ
ダ・エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ

た
世
界
選
手
権
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ

で
82
㍍
92
を
マ
ー
ク
、
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
投
て
き
部
門
で
は
日
本

で
初
め
て
の
快
挙
が
高
い
評
価
を

受
け
た
。�

　
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
日
本
記

録
を
持
つ
綾
真
澄
選
手
（
体
４
）

は
、
一
月
十
一
日
、
高
松
市
内
の

ホ
テ
ル
で
香
川
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
貢
献
し
た
と
し
て
「
香
川
ス

ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た
。�

　
賞
を
贈
っ
た
の
は
、
高
松
運
動

記
者
ク
ラ
ブ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
新
聞
・

通
信
十
社
、
テ
レ
ビ
五
社
加
盟
）

で
、
一
九
九
三

年
か
ら
香
川
県

の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
願
っ
て
、

県
内
在
住
か
出

身
者
で
全
国
大

会
や
国
際
大
会

で
活
躍
し
た
ア

マ
チ
ュ
ア
選
手

を
選
び
、
表
彰

し
て
き
た
。�

　
綾
選
手
は
香
川
県
出
身
。
昨
年

八
月
十
八
日
、
香
川
県
で
行
わ
れ

た
大
会
で
62
㍍
43
の
日
本
新
記
録

を
出
し
、
そ
の
二
カ
月
後
の
十
月

十
六
日
の
宮
城
国
体
で
64
㍍
43
を

投
げ
、
日
本
記
録
を
２
㍍
更
新
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。�

　
表
彰
式
に
は
来
賓
と
し
て
、
眞

鍋
武
紀
香
川
県
知
事
ら
も
出
席
、

記
者
ク
ラ
ブ
代
表
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。�

　
硬
式
野
球
部
の
監
督
に
、
三
月

一
日
、
昨
年
夏
の
社
会
人
・
都
市

対
抗
野
球
の
覇
者
、
河
合
楽
器
の

元
監
督
で
Ｏ
Ｂ
の
村
瀬
耕
次
さ
ん

（
四
十
三
歳
）
が
就
任
し
た
。�

　
村
瀬
新
監
督
は
、
中

京
高
校
、
本
学
体
育
学

部
を
経
て
、
一
九
八
一

年
河
合
楽
器
に
入
社
し
、

野
球
部
で
は
内
野
手
と

し
て
活
躍
。
一
九
九
三
年
か
ら
監

督
を
務
め
、
一
時
勇
退
し
た
が
、

復
帰
二
年
目
の
昨
年
夏
、
チ
ー
ム

を
都
市
対
抗
初
優
勝
に
導
い
た
。�

　
河
合
楽
器
野
球
部
は
昨
年
十
一

月
に
休
部
と
な
っ
た
。�

　
硬
式
野
球
部
は
、
愛
知
大
学
野

球
連
盟
の
改
革
を
巡
る
紛
糾
の
あ

お
り
で
四
部
に
落
ち
た
が
、
今
春

二
部
に
復
帰
し
、
成
績
次
第
で
秋

に
は
一
部
復
帰
が
可
能
。
新

監
督
の
誕
生
と
と
も
に
、
部

長
に
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事

長
ら
の
新
役
員
も
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
副
部
長
の
梶
浦
博
・

前
監
督
の
死
去
に
伴
い
、
大

内
敬
哉
体
育
学
部
教
授
が
副

部
長
に
就
任
し
た
。�

∩
∩
∩
　
∪
∪
∪�

　
村
瀬
耕
次
新
監
督
の
話�

「
中
京
大
硬
式
野
球
部
は
リ

ー
グ
通
算
三
十
回
の
優
勝
を

誇
る
名
門
。
そ
の
復
活
を
か

け
て
頑
張
り
ま
す
」�

　
硬
式
野
球
部
前
監
督
の
梶
浦
博

さ
ん
が
、
三
月
九
日
、
肝
不
全
の

た
め
死
去
さ
れ
た
。
六
十
六
歳
だ

っ
た
。�

　
梶
浦
さ
ん
は
中
京
商
業
高
校
（
現
・

附
属
中
京
高
校
）

出
身
で
、
三

年
の
春
・
夏

に
一
塁
手
と

し
て
甲
子
園
に
連
続
出
場
。
本
学

商
学
部
を
卒
業
後
、
岐
阜
・
中
京

商
業
高
校
（
現
・
中
京
高
校
）
、

岐
阜
第
一
高
校
、
愛
知
・
豊
川
高

校
な
ど
で
、
教
諭
・
野
球
部
監
督

を
務
め
、
一
九
七
三
年
岐
阜
・
中

京
商
業
を
、
一
九
八
三
に
は
岐
阜

第
一
を
甲
子
園
に
春
・
夏
連
続
出

場
さ
せ
る
な
ど
手
腕
を
発
揮
し
た
。�

　
二
〇
〇
一
年
三
月
に
硬
式
野
球

部
監
督
に
就
任
し
た
が
、
体
調
を

崩
し
、
今
年
三
月
一
日
か
ら
副
部

長
に
就
い
て
い
た
。�

賞状と記念品を
受ける綾さん＝
高松市内のホテ
ルで�

表彰された体育会所属の選手たち�

香川スポーツ賞�

室
伏
選
手
表
彰
相
次
ぐ�

マ
ス
コ
ミ
関
係
の
賞
総
な
め�

名
門
復
活
め
ざ
す�

ハンマー投げ日本新�女子�高
松
運
動
記
者�

　
　
ク
ラ
ブ
か
ら�

綾真澄選手（  ）に�体
４�

硬�式�野�球�部�監�督�に�

前
監
督�

  

梶
浦
博
さ
ん
逝
去�

甲
子
園
連
続
出
場
２
回�

村瀬耕次さん�
本学ＯＢ・河合楽器率い優勝�

個
人
競
技�

団
体
競
技�

個人30人�3団体�

体
育
会

体
育
会
が
功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰�

体
育
会
が
功
労
者
表
彰�



　
文
化
会
は
、
今
年
で
四
十
八
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
文
化
会
は
毎

年
、
役
員
の
ほ
と
ん
ど
が
代
わ
り
、

経
験
者
が
少
な
く
、
戸
惑
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。�

　
こ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
補

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
な
ら
で
は
の
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
も
ち
ろ

ん
伝
統
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
四
十
八
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
築
か
れ
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

四
十
八
代
役
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
早
く
見
つ
け
、
役
員
一

同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
ク
ラ
ブ
員
の
減
少
な
ど
問
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
会

の
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を
つ
く
る

た
め
、
役
員
一
同
、
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。�

　
文
化
会
は
昨
年
十
一
月
十
七
日
の
総
会
で
第
四
十
八
代
幹
事
会
役
員

を
選
出
し
た
。
任
期
は
十
一
月
ま
で
の
一
年
間
。
窪
大
地
・
新
幹
事
長

の
抱
負
と
新
役
員
は
右
一
覧
の
通
り
。
（
敬
称
略
）�

　
体
育
会
は
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
の
総
会
で
第
四
十
六
代
幹
事
会
新

役
員
を
選
出
し
た
。
任
期
は
十
一
月
ま
で
の
一
年
間
。
塩
野
哲
之
・
新

幹
事
長
の
抱
負
と
新
役
員
は
左
一
覧
の
通
り
。
（
敬
称
略
）�

　
体
育
会
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞

き
、
そ
れ
を
正
し
く
会
の
方
針
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。�

　
幹
事
会
役
員
や
加
盟
ク
ラ
ブ
部

員
、
先
生
、
大
学
関
係
者
、
文
化

会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会
な
ど
他

機
関
の
役
員
、
さ
ら
に
は
外
部
か

ら
の
意
見
に
十
分
耳
を
傾
け
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
と
良
い
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
友
好
を
深
め
て
い
く
よ

う
に
努
力
し
ま
す
。�

　
各
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
良
い
成
績

が
出
せ
る
よ
う
、
練
習
環
境
の
充

実
に
は
、
と
く
に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
幹
事
会
役
員
は

み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
み
な
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。�

　
体
育
会
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン

プ
が
、
二
月
十
二
日
か
ら
十
四
日

ま
で
愛
知
県
吉
良

町
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。
　�

　
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
誇
り
」
。
幹

事
会
役
員
と
Ｏ
Ｂ
、

加
盟
ク
ラ
ブ
の
主

将
、
主
務
ら
百
三

人
が
参
加
し
た
。

初
日
は
金
澤
睦
会

長
（
体
育
学
部
教

授
）
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
九
グ
ル
―
プ
に
分
か
れ
、

班
別
討
論
会
で
、
「
誇
り
を
ど
う

持
つ
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
議
論

を
深
め
た
。�

　
二
日
目
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

選
手
や
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
た

安
田
矩
明
体
育
学
部
教
授
の
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
講
演
が
あ
っ

た
。
主
将
会
議
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

主
務
会
議
で
は
裏
方
役
と
し
て
の

書
類
づ
く
り
な
ど
を
学
ん
だ
。�

　
最
終
日
は
就
職
部
員
の
講
演
を

聞
い
て
閉
会
し
た
が
、
体
育
会
、

各
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
出
発
に
ふ
さ

わ
し
い
勉
強
会
だ
っ
た
。�

（
総
務
局
長
・
足
立
　
智
子
）�

　
文
化
会
の
冬
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
が
二
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
岐
阜
県
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。�

　
各
ク
ラ
ブ
か
ら
百
二
十
人
が
参

加
し
、
例
年
以
上
に
大
規
模
な
も

の
と
な
っ
た
。�

　
会
議
が
中
心
で
、

ク
ラ
ブ
の
部
長
連
は

発
表
会
に
つ
い
て
、

会
計
連
は
ク
ラ
ブ
運

営
お
よ
び
予
算
に
つ

い
て
、
一
般
会
員
は

文
化
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

真
剣
に
話
し
合
い
、

ク
ラ
ブ
相
互
の
友
好

も
深
ま
っ
た
。�

　
キ
ャ
ン
プ
は
、
幹

事
会
の
役
員
に
と
っ

て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

良
い
経
験
に
な
っ
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
会
員
と
と
も
に
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。�

（
幹
事
長
・
窪
　
　
大
地
）�

新たな役員 さらなる前進�

リーダーズキャンプ�リーダーズキャンプ�
勉強会も真剣に�

両会とも活気十分�

幹  

事  

長�

木下建一郎（心２）�

副幹事長�

電子計算組織研究会�
高　真志（情・情３）�

副幹事長�

少林寺拳法部�
鈴木靖弘（経３）�

会計局長�

合氣道部�

足立智子（心２）�

総務局長�

弓道部�
松尾俊季（体・健２）�

運営局長�

準硬式野球部�

重岡道明（体・体１）�

企画局�

剣道部�
有澤栄朗（法１）�

編集局�

少林寺拳法部�

三浦雄二郎（体・体１）�

編集局�

サッカー部�
伊熊千明（体・健１）�

書記局�

陸上競技部�

山本綾子（文・国３）�

学術委員長�

児童文化研究会�
田中恵典（経営３）�

芸文委員長�

漫画研究会�

若松正憲（情・情３）�

豊田委員長�

天文クラブ�
中内　聡（文・心３）�

会計局長�

演劇部劇団いかづち�
岩邊次郎（文・国１）�

企画運営局長�

漫画研究会�

伊藤真弘（心２）�

総務局長�

写真部�
山本直樹（社１）�

豊田役員総務�

児童福祉活動部�
永井良和（経済２）�

書記局長�

書道部�

服部睦美（情・情２）�

豊田役員庶務�

コンピュータ研究会�
旗野元樹（体・体３）�

議長�

書道部�
常磐井 亘（法３）�

学術監査�

電子計算組織研究会�

伊藤明日香（文・国３）�

芸文監査�

ギターアンサンブル�
小林幹幸（商３）�

芸文監査�

書道部�

窪
　
大
地  

（
経
営
３
）�考古学研究会�

幹  

事  

長�

塩
野
哲
之  

（
体
・
体
３
）�

ソフトテニス部�

┐
歴
史
を
切
り
開
こ
う
└�

┐
広
く
意
見
聞
き
ま
す
└�

あ
い
さ
つ
す
る

金
澤
睦
会
長�

分野別に討議した文化会キャンプ�

中野愛子（社３）�

豊田監査�

演劇部  芝  ＢＥＧＩＮ ＴＨＥ ＫＩＤ�◯�

体育会�文化会�

体
育
会
が
功
労
者
表
彰�



　
発
表
会
の
テ
ー
マ
は
「
翔
」
。

日
ご
ろ
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
研
究

活
動
を
続
け
て
い
る
部
員
が
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
飛
躍
し
た
と
こ
ろ

を
見
て
も
ら
お
う
」
と
開
催
し
た
。�

　
四
十
人
近
い
部
員
が
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
班
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
班
の
三
班
に
分
か
れ
、

活
動
し
て
お
り
、
最
近
で
は
、
写

真
や
動
画
の
編
集
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。�

　
発
表
会
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

班
は
制
作
し
た
作
品
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
し
て
発
表
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
班
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
も
の
な
ど

を
中
心
に
幅
広
い
楽
曲
を
演
奏
し

た
。�

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
は
、
来
場
者
に

自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。�

　
班
を
超
え
て
制
作
し
た
作
品
も

数
多
く
見
ら
れ
、
部
員
の
地
道
な

活
動
に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。�

（
経
営
２
・
野
呂
真
吾
）�

　
体
育
会
は
三
月
八
日
、
名
古
屋

市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
体
育
会
功
労

賞
受
賞
者
祝
賀
会
並
び
に
体
育
親

睦
会
」
に
合
わ
せ
、
「
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
報
告
会
」
を
開
い
た
。�

　
米
国
・
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ケ

ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
種
目

に
は
、
本
学
か
ら
寺
尾
悟
選
手
（
一

九
九
七
年
度
社
卒
）
、
高
田
貴
子

選
手
（
一
九
九
九
年
度
体
卒
）
勅

使
河
原
郁
恵
選
手
（
二
〇
〇
〇
年

度
体
卒
）
の
卒
業
生
三
人
が
出
場

し
た
。
寺
尾
選
手
は
男
子
五
百
㍍

で
五
位
、
男
子
五
千
㍍
リ
レ
ー
で

五
位
、
高
田
、
勅
使
河
原
選
手
は

女
子
三
千
㍍
リ
レ
ー
で
四
位
に
入

賞
し
た
。�

　
三
人
は
出
場
し
た
競
技
に
つ
い

て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
支
援
に
お
礼
を
述
べ
た
。�

　
第
40
回
梅
村
学
園
美
術
展
が
一

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
五
日
間
、
名
古
屋
市
博
物
館
で

開
か
れ
た
。�

　
書
道
部
、
写
真
部
、
美
術
部
の

芸
文
系
三
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
開
催

す
る
作
品
展
で
、
本
学
附
属
中
京

高
校
か
ら
も
参
加
、
「
梅
美
展
」

と
し
て
長
い
伝
統
を
誇
っ
て
い
る
。�

　
書
道
部
を
中
心
に
実
行
委
員
会

を
つ
く
っ
て
準
備
に
あ
た
り
、
書

道
、
写
真
、
絵
画
の
作
品
を
展
示
。

大
勢
の
「
梅
美
展
」
フ
ァ
ン
が
、

鑑
賞
に
訪
れ
た
。�

　
今
回
は
、
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
を

中
心
に
「
レ
イ
ジ
バ
ー
ド
」
「
ト

リ
ビ
ュ
ー
ド
」
な
ど
十
一
曲
を
演

奏
し
た
。�

　
会
場
に
は
百
五
十
人
ほ
ど
の
来

場
が
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
特
有
の
軽
快

な
リ
ズ
ム
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
た
。

終
わ
っ
て
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
で

ア
ン
コ
ー
ル
。
ラ

イ
ブ
で
ア
ン
コ
ー

ル
が
あ
っ
た
の
は

初
め
て
で
、
戸
惑

っ
た
が
、
一
同
、

頑
張
っ
て
演
奏
、

期
待
に
応
え
た
。�

　
一
年
間
、
２
３

１
教
室
で
練
習
に

励
ん
で
き
た
こ
と

が
、
聴
衆
の
方
々

に
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
軽
音

楽
部
も
部
員
不
足
が
悩
み
。
四
年

生
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
ラ
イ
ブ
と

な
っ
た
が
、
次
回
は
新
戦
力
に
期

待
し
て
い
る
。�

（
心
理
２
・
林
匡
一
）�

　
卒
業
を
控
え

た
書
道
部
四
年

生
と
文
学
部
国

文
学
科
の
学
生

九
人
に
よ
る
作

品
展
で
、
指
導
教
員
の
吉
川
蕉
仙

先
生
、
樽
本
樹
邨
先
生
、
佐
藤
慶

雲
先
生
ら
諸
先
生
方
も
出
品
し
て

く
だ
さ
っ
て
す
ば
ら
し
い
展
覧
会

と
な
っ
た
。�

　
出
品
作
品
は
、
楷
書
、
行
書
、

隷
書
、
篆
書
の
四
書
体
の
ほ
か
、

篆
刻
、
木
筒
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
も
あ
り
、
四
年
間
の
大
学
生

活
で
得
た
書
道
の
技
術
を
十
分
発

揮
し
、
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
高
度
な
展
覧
会
と
の
評
価
を
受

け
た
。�

　
正
月
を
は
さ
ん
だ
展
覧
会
だ
っ

た
が
、
期
間
中
、
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
い
て
盛
況
だ
っ
た
。�

（
国
文
２
・
荒
埼
靖
彦
）�

ソルトレーク五輪�

本学　 3選手�
入賞の報告会�

出�
   身�

パ
ソ
コ
ン
で
動
画
に
も
挑
戦�

┐
梅
美
展
└
フ
ァ
ン
続
々�

４
年
間
の
締
め
く
く
り�

　
「
質
が
高
い
」
う
れ
し
い
評
価�

初めてアンコール�
期待に応えました�

書道、写真、絵画
の作品が並んだ
会場�

卒業展に出品さ
れた作品とパン
フレット�

来場者から高い評価が得られた作品�

見事な演奏でアンコールをもらった軽音楽部�
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文化会�文化会�ク�ラ�ブ�
活動の成果�

電
子
計
算
組
織
研
究
会�

第
14
回
公
開
発
表
会
　�

▽
12
月
14
日
　
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
６
４
１
教
室�

書
道
部�

'01
年
度
卒
業
展
　�

▽
12
月
26
日
〜
１
月
６
日

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー�

軽
音
楽
部�

第
29
回
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ�

ジ
ャ
ズ 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　

リ
サ
イ
タ
ル
　�

▽
12
月
21
日
　
愛
知
芸
術

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル�



　
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

渡
辺
好
重
さ
ん
（
国
文
３
）
作
の

「
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
　
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
　
Ｌ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
」
を
演
じ
た
。�

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
人
、
も
の
の
記

憶
を
読
み
取
る
特
別
の

力
を
持
つ
探
偵
が
事
件

を
解
決
し
て
い
く
、
ス

リ
リ
ン
グ
な
も
の
。�

　
十
月
か
ら
練
習
を
始
め
、

二
カ
月
間
、
部
員
が
力

を
合
わ
せ
て
励
ん
だ
成

果
を
披
露
し
た
。
会
場

に
は
観
客
お
よ
そ
二
百
人
。

精
い
っ
ぱ
い
の
演
技
に

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

い
た
。�

　
こ
の
公
演
を
最
後
に

三
年
生
は
引
退
。
次
回

の
皐
月
公
演
は
、
一
年
生
が
主
力

に
な
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

た
舞
台
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
。�

（
国
文
１
・
堀
田
麻
子
）�

　
年
に
一
回
の
定
期

演
奏
会
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
を
使
っ
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
幅
広

く
演
奏
、
毎
回
、
ギ

タ
ー
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
。�

　
今
回
も
全
部
員
に

よ
る
合
奏
、
四
、
五

人
に
よ
る
小
編
成
、

独
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
演
奏
し
た
。�

　
演
奏
し
た
曲
目
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
、
風
の
谷

の
ナ
ウ
シ
カ
、
カ
ノ
ン
な
ど
映
画

音
楽
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
。
全

員
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出

し
て
、
会
場
を
埋
め
た
大
人
か
ら

子
供
ま
で
の
聴
衆
に
十
分
に
楽
し

ん
で
も
ら
っ
た
。�

（
国
文
２
・
笛
川
啓
太
）�

　文化会各クラブは、昨年秋を中心に、キ
ャンパス内外で発表会や展示会を開き、活
動の成果を見てもらうとともに、地域の人た
ちとも交流を深めた。各部から発表会や展
示会について報告してもらった。（順不同）�

　
四
十
一
回
の
伝
統
を
も
つ
単
独

吟
詠
発
表
会
。
一
回
生
に
と
っ
て

は
初
の
舞
台
、
二
回
生
に
と
っ
て

も
昨
年
開
催
で
き
な
か
っ
た
の
で

初
の
大
会
と
な
り
、
と
も
に

初
の
晴
れ
舞
台
。�

　
会
場
は
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
先

輩
方
、
全
国
学
生
詩
吟
連
盟

加
盟
大
学
の
同
好
の
学
生
、

文
化
会
加
盟
の
各
ク
ラ
ブ
員

の
来
場
で
に
ぎ
や
か
。�

　
部
員
一
同
（
と
い
っ
て
も

五
人
）
、
大
変
緊
張
し
た
が
、

独
吟
「
半
夜
」
（
良
寛
）
、

構
成
吟
「
李
白
」
、
独
舞
な

ど
を
演
じ
た
。
各
人
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
堂
々

発
揮
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に

二
年
ぶ
り
の
発
表
会
を
終
え

た
。�

（
心
理
２
・
倉
田
瞳
）�

　
定
期
演
奏
会
は
、
昨
年
を
百
人

ほ
ど
上
回
る
四
百
三
十
三
人
が
会

場
を
埋
め
、
盛
況
だ
っ
た
。�

　
演
奏
会
は
三
部
構
成
で
、
一
・

三
部
で
は
英
雄
行
進
曲
や
ア
ル
メ

ニ
ア
ン
・
ダ
ン
ス
　
パ
ー
ト
Ⅰ
な

ど
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
演
奏
し
た
。

二
部
は
企
画
ス
テ
ー
ジ
で
、
今
年

は
テ
レ
ビ
番
組
仕
立
て
。
ド
リ
フ

タ
ー
ズ
の
「
８
時
だ
よ
！
全
員
集

合
」
で
は
、
団
員
が
歌
っ
た
り
コ

ン
ト
を
し
た
り
し
た
の
に
対
し
、

観
客
も
手
拍
子
な
ど
で
盛
り
上
げ
、

観
客
・
奏
者
と
も
に
楽

し
め
る
ス
テ
ー
ジ
と
な

っ
た
。�

　
指
揮
者
、
団
長
を
は

じ
め
と
す
る
全
団
員
が
、

こ
の
日
の
た
め

に
一
生
懸
命
練

習
し
て
き
た
成

果
を
十
分
に
発

揮
し
て
、
来
場

者
か
ら
大
き
な

拍
手
を
受
け
た
。�

（
心
理
１
・
青
山
恵
子
）�

映
画
音
楽
に
古
典
も�

　
編
成
を
変
え
て
演
奏�

前
年
を
上
回
る
盛
況�

　
客
も
手
拍
子
合
わ
せ�

緊張も快く�
独吟に独舞�
2年ぶりの開催�

大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
ギ
タ
ー
音

楽
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た�

２
年
ぶ
り
の
発
表
会
。

５
人
の
部
員
が
堂
々

と
演
じ
た�

部
員
が
創
作
し
た

ド
ラ
マ
を
熱
演
す
る

「
い
か
づ
ち
」
部
員�

来
場
者
の
拍
手
も
あ
っ
て
、盛
り
上
が
っ
た

定
期
演
奏
会�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ●

●
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ギ
タ
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ア
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サ
ン
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第
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回
定
期
演
奏
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▽
11
月
30
日
　�

今
池
ガ
ス
ホ
ー
ル�

詩
舞
道
部�

第
41
回
単
独
吟
詠
発
表
会�

▽
11
月
17
日
　
名
古
屋
市

天
白
文
化
小
劇
場�

演
劇
部 

劇
団
い
か
づ
ち�

'01
師
走
公
演
　
▽
12
月
１

・
２
日
　
ス
タ
ジ
オ
・
座
・

ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド�

吹奏楽団�
第18回定期演奏会�
▽12月8日　愛知県女性総合
センター・ウィルあいちホール�



　
文
学
部
心
理
学
科

の
今
春
の
卒
業
生
、

安
田
孔
三（
よ
し
み
）

さ
ん
が
、
伊
藤
国
際

教
育
交
流
財
団
の
奨

学
生
に
選
ば
れ
、
日

本
で
は
ま
だ
馴
染
み

の
薄
い
音
楽
療
法
の
勉
強
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）

大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。�

　
同
財
団
の
奨
学
生
選
考
は
、
基

準
が
厳
し
い
こ
と
で
有
名
。
安
田

さ
ん
は
、
本
学
が
今
年
度
創
設
し

た
「
教
育
奨
励
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
成
績
が
良
く
、
在
学
中
に
交

換
留
学
生
と
し
て
ミ
ネ
ソ
タ
大
学

に
一
年
間
留
学
し
た
経
験
な
ど
も

評
価
さ
れ
て
、
本
学
初
の
奨
学
生

に
選
ば
れ
た
。�

　
安
田
さ
ん
が
専
攻
す
る
音
楽
療

法
は
、
日
本
で
は
学
会
、
資
格
な

ど
が
で
き
た
ば
か
り
の
新
分
野
。

二
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
高
校

時
代
か
ら
「
将
来
は
音
楽
療
法
士

に
」
と
憧
れ
て
き
た
安
田
さ
ん
の

夢
が
、
音
楽
療
法
の
先
端
地
・
ア

メ
リ
カ
の
権
威
あ
る
大
学
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
へ
の
進
学

で
叶
う
こ
と
に
な
っ
た
。�

　
六
月
の
渡
米
を
前
に
、
安
田
さ

ん
は
「
ア
メ
リ
カ
で
の
勉
強
が
楽

し
み
。
好
き
な
音
楽
を
通
し
て
、

悩
め
る
人
の
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、

ゼ
ミ
で
安
田
さ
ん
を
指
導
し
て
き

た
空
井
健
三
教
授
（
日
本
芸
術
療

法
学
会
理
事
）
は
「
こ
れ
か
ら
が

本
当
の
勉
強
。
頑
張
っ
て
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。�

留
学
に
胸
躍
ら

せ
る
安
田
孔
三

さ
ん�

　
「
交
換
留
学
」
を
経
験
し
た
今

春
の
卒
業
生
、
文
学
部
心
理
学
科

の
永
田
薫
さ
ん
は
、
交
換
留
学
先

の
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
大
学

院
に
進
学
す
る
た
め
、
一
月
十
五

日
、
渡
豪
し
た
。�

　
永
田
さ
ん
は
、
二
〇
〇
一
年
度

の
交
換
留
学
生
と
し
て
、
昨
年
二

月
か
ら
年
末
ま
で
南
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
大
学
に
派
遣
さ
れ
、
国
際
学
、

国
際
文
化
講
座
を
学
ん
だ
。
さ
ら

に
勉
学
を
深
め
よ
う
と
、
同
大
学

大
学
院
修
士
課
程
へ
の
進
学
を
希

望
。
許
可
さ
れ
た
の
で
新
学
期
の

準
備
の
た
め
、
卒
業
式
を
待
た
ず

に
出
発
し
た
。�

　
一
方
、
一
九
九
九
年
度
の
交
換

留
学
生
だ
っ
た
文
学
部
英
文
学
科

卒
業
生
、
境
奈
緒
さ
ん
は
、
卒
業

後
、
留
学
し
て
い
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ミ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ー
ト
大
学
の
大

学
院
に
入
学
し
て
教
育
工
学
を
さ

ら
に
勉
学
。
マ
ス
タ
ー
を
修
得
し

て
一
月
に
帰
国
し
た
。�

　
留
学
の
派
遣
、
受
け
入
れ
に
あ

た
っ
て
い
る
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

「
交
換
留
学
が
単
な
る
『
経
験
』

に
終
わ
ら
ず
、
次
の
『
ス
テ
ッ
プ
』

と
し
て
生
か
さ
れ
る
ケ
ー
ス
。
今

後
も
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
、
交
換

留
学
生
の
頑
張
り
に
期
待
し
て
い

る
。�

　
青
木
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
　
二
層
建
て
延
べ
四
、
二
七
五
・
二
二
平
方

㍍
で
、
洋
室
、
和
室
二
十
九
室
。
百
二
十
人
ま
で
宿
泊
で
き
る
。�

学
生
の
利
用
料
金
（
平
日
、
一
泊
二
食
、
税
込
み
）
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
（
４

／
１
〜
12
／
19
）
五
、
八
〇
〇
円
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
（
12
／
20
〜
３
／
31
）

六
、
八
〇
〇
円
。
申
し
込
み
は
電
話
０
２
６
１
―
２
１
―
４
５
０
０
へ
。�

　
本
学
二
番
目
の
学
外
研
修
施
設
、
青
木
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が

長
野
県
・
白
馬
の
、
「
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場
」
内
、
青
木
湖
畔
に
、

十
二
月
二
十
一
日
に
オ
ー
プ
ン
、
ス
キ
ー
研
修
な
ど
の
学
生
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。
開
業
初
日
に
訪
れ
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
橋
詰

洋
三
教
授
（
法
学
部
）
の
ゼ
ミ
を
代
表
し
て
山
下
か
ず
か
さ
ん
（
四

年
）
が
ハ
ウ
ス
の
印
象
、
利
用
し
た
感
想
な
ど
を
寄
せ
て
き
た
。�

　
オ
ー
プ
ン
当
日
、
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
橋
詰
ゼ
ミ
生
有
志
二
十
一
人

は
、
橋
詰
教
授
と
新
築
の
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
、
存
分
に
ス
キ

ー
を
楽
し
ん
だ
。�

　
ゼ
ミ
生
を
乗
せ
た
バ
ス
が
ハ
ウ

ス
に
到
着
す
る
や
い
な
や
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
歓
声
が
起
こ
っ
た
。�

目
の
前
に
サ
ン
ア
ル
ピ
ナ
「
さ
の

さ
か
ス
キ
ー
場
」
の
ゲ
レ
ン
デ
が

広
が
り
、
眼
下
に
青
木
湖
を
見
下

ろ
す
、
素
晴
ら

し
い
環
境
の
中

に
あ
る
。�

　
ハ
ウ
ス
の
外

観
は
、
大
学
の

施
設
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
、

温
か
み
の
あ
る
ホ
テ
ル
ふ
う
の
建

物
。
中
に
入
る
と
、
ロ
ビ
ー
に
は

ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
暖
炉
が
赤
々
と

燃
え
、
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

た
や
す
ら
ぎ
の
空
間
が
広
が
る
。

窓
は
大
き
く
、
開
放
的
な
雰
囲
気

だ
。�

　
客
室
は
和
室
、
洋
室
と
も
ゆ
っ

た
り
し
て
、
全
て
の
客
室
か
ら
青

木
湖
が
望
め
る
。
浴
室
に
は
サ
ウ

ナ
や
露
天
風
呂
ま
で
設
け
ら
れ
、

雪
景
色
を
見
な
が
ら
の
入
浴
は
ス

キ
ー
の
疲
れ
と
と
も
に
日
ご
ろ
の

疲
れ
ま
で
癒
し
て
く
れ
た
。�

　
夕
食
は
本
格
的
フ
ル
コ
ー
ス
デ

ィ
ナ
ー
。
食
通
で
あ
る
橋
詰
教
授

を
う
な
ら
せ
た
上
品
な
味
付
け
と

ス
キ
ー
を
し
た
あ
と
の
お
な
か
も

十
分
満
た
し
て
く
れ
る
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
満
足
。
朝
食
は
好
み
で
和
食
、

洋
食
が
選
べ
る
。�

　
滞
在
中
、
梅
村
清
弘
総
長
・
理

事
長
か
ら
何
度
も
電
話
で
利
用
の

感
想
な
ど
聞
か
れ
た
。
総
長
・
理

事
長
の
ハ
ウ
ス
に
か
け
る
熱
意
と

利
用
者
に
対
す
る
気
配
り
が
う
か

が
わ
れ
た
。
ハ
ウ
ス
の
素
晴
ら
し

さ
は
書
き
き
れ
な
い
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
お

出
か
け
を
。�

「素晴らしい環境と施設�

　食事も十分満足でした」�
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音
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29
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120
人
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大
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　　　 マスター修得�
英文学科卒　境　奈緒さん�

セントラル・ミズ�
リー・ステート大�

海�

山下かずかさん（ ）感想を寄稿�法
４�

外�の�大�学�院�へ�次�々 �


